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お お むか い うわ だ い ら

大向上平遺跡発掘調査報告書

広域農道整備事業関連遺跡発掘調査



岩手県には旧石器時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財

包蔵地が各地にあり、平成10年度の岩手県教育委員会のまとめでは

10,000箇所を超えております。先人の残したこれらの埋蔵文化財を

保護し、保存してゆくことは私たち県民に課せられた重大な責務で

あります。

一方、調査の原因となりました広域農道整備事業を例にあげるま

でもなく、現代社会を豊かにし、快適な生活を送るための地域開発

もまた県民の切実な願いであります。埋蔵文化財の保護 。保存と地

域開発という相容れない要素を持つ事業との調和の取れた施策が今

日的課題となっております。

財団法人岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センターの創設以

来、埋蔵文化財保護の立場に立って、県教育委員会の指導と調整の

もとに、開発事業によってやむを得ず消滅する遺跡について発掘調

査を行い、その記録を残す措置をとってまいりました。

本書は、広域農道整備事業に関連して平成9年度～10年度にかけ

て行われた大向上平遺跡の調査結果をまとめたものであります。遺

跡は、縄文時代後期・平安時代を主体とすることが明らかとなりま

した。とくに縄文時代後期の硬玉製大珠が発見されたことや、平安

時代の畠跡の可能性のある畝問状遺構が確認されたことで、貴重な

資料を提供することができました。本書が広く活用され、考古学の

研究に寄与するとともに埋蔵文化財に対する関心と理解をいっそう

深めることに役立つことを切に希望いたします。

最後になりましたが、発掘調査および報告書作成にご協力とご支

援を賜 りました二戸地方振興局二戸農村整備事務所や二戸市教育委

員会をはじめとする多くの関係機関・関係各位に深く感謝申し上げ

ます。

平成■年12月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長 船 越 昭 治



例 言

1.本報告書は岩手県二戸市大字似鳥字大向上平85ほかに所在する大向上平遺跡の発掘調査の結果を収録

したものである。

本遺跡の岩手県遺跡台帳の遺跡番号と遺跡略号は次の通 りである。

遺跡番号 」E18-0199 遺跡略号 OMK-97・ OMK-98

3.本遺跡の調査は広域農道整備事業二戸地区に伴う緊急調査である。調査は二戸地方振興局二戸農村整

備事務所と岩手県教育委員会事務局文化課 との協議を経て、二戸地方振興局の委託を受けた財団法人岩

手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した。

野外調査の期間と調査面積 。調査担当者は次の通りである。

期間 : 平成 9年 7月 1日 ～8月 31日

平成10年  6月 1日 ～8月 31日

調査面積 : 平成 9年 2,000♂   調査担当者 :大森博文・中村直美

平成10年  3,000♂   調査担当者 :中村直美 。平めぐみ

室内整理作業は次の期間実施した。

平成 9年 12月 1日 ～2月 27日  整理担当者 :中村直美

平成10年  11月 1日 ～3月 31日  整理担当者 :中村直美 。平めぐみ

出土品の鑑定および分析は次の個人・機関に依頼した。(敬称略)

石材鑑定 :花商岩研究会 (代表 :矢内桂三)

花粉分析・植物珪酸体分析・火山灰同定 :パ リノ・サーヴェイ株式会社

座標原点の測量および空中写真撮影は、次の機関に委託した。

座標原点の測量 :平成9年 東日本測量設計株式会社 平成10年 有限会社下斗米測量設計

空中写真撮影 :平成9年 東邦航空株式会社 平成10年 株式会社ハイマーテック

発掘調査において次の機関の協力を得た。

二戸地方振興局二戸土地改良事業所・三戸市教育委員会

野外調査では二戸市の方々のご協力を頂いた。

本書の執筆は、 I.調査に至る経過を高橋興右衛門が、その他を中村直美が担当した。

本報告書の作成にあたっては下記の方々にご指導を頂いた。 (50音順・敬称略)

赤羽真由美、井上雅孝、奥山一絵、門鳴知二、木島勉、小島敦子、児玉大成、小林和彦、

佐藤智雄、鈴木正志、関俊明、関豊、高橋香織、高橋智佳子、茅野嘉雄、中村哲也、

能登健、秦光次郎、東本茂樹、平井進、平山明寿、福田友之、福田祐二、山口巌

本遺跡で出土した遺物および調査資料は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管している。

実測図の凡例等は2.(2)整理方法に記載した。

9.

10.

11.

12.

13.
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I.調査に至る経過

大向上平遺跡は 「広域農道整備事業二戸地区」の道路工事施工に伴って、その事業区域内に位置するこ

とから発掘調査することとなったものである。

「広域農道整備事業二戸地区」は各営農団地に設置された農業近代化施設あるいは、広域施設を通 じ東

北自動車道につなが り、京浜地方市場への輸送体系の確立を図るための基幹農道 として実施するものであ

る。            マ

当事業の施行にかかる埋蔵文化財の取 り扱いについては、岩手県二戸地方振興局二戸土地改良事業所か

ら平成 8年 6月 7日 付け二土地第214号 「広域農道整備事業二戸地区の施行に伴う埋蔵文化財の分布調査

について (依頼)」 の文書によって岩手県教育委員会に対 して分布調査の依頼を実施したのが最初である。

依頼を受けた岩手県教育委員会では、平成 8年 3月 24日 に分布調査を実施 したが、その結果は平成8年 8月

12日 付け教文413号 「広域農道整備事業二戸地区に係る埋蔵文化財の分布調査について (回答)」 で二戸土

地改良事業所へ回答し、その際工事施行範囲内が大向上平遺跡の範囲内であることが付記された。

回答を受けた二戸土地改良事業所では、平成9年 2月 25日 付け二土地第882号 「広域農道整備事業二戸地

区の施行に係る埋蔵文化財の試掘調査依頼について」の文書で岩手県教育委員会に依頼 し、依頼を受けた

岩手県教育委員会では、電話回答により平成9年 3月 24日 に試掘調査を実施する旨の回答があった。

試掘調査の結果は平成9年 4月 1日 付け教文第7号により回答があり、発掘調査の必要がありと判断された。

発掘調査については、平成9年度分の発掘調査の予定は決定されてお り対応は無理であった。しかし、当

事業所で平成9年度分発掘調査予定であった一般農道整備事業赤屋敷地区の発掘調査が予算の関係上無理と

なったため、岩手県教育委員会に地区の変更を要望していたところ、平成9年4月 22日 に一般農道整備事業

赤屋敷地区に相当する分の面積であれば対応可能との回答を得た。それにより、平成9年4月 28日 付け二土

地第 145号 「平成9年度埋蔵文化財発掘調査事業の地区変更申請について」で、調査地区の変更を行った。

通知を受けた岩手県教育委員会は、 (財)岩手県分化振興事業団に連絡し、二戸土地改良事業所との間で平

成9年 7月 1日 に契約を締結し、平成9年 7月 7日 に調査を開始 し平成9年 9月 1日 まで継続された。発掘調査必

要範囲の5,000ポ の内の2,000ポが終了し、残 り3,000ギ については次年度に調査することとなった。

Ⅱ。遺跡の立地と環境

1.立地と環境

大向上平遺跡は、岩手県二戸市似鳥大向上平85他に所在 し、東 日本旅客鉄道東北本線二戸駅の南西約5.5

kmに位置 し、東流する安比川が大きく北側に膨 らんだ地点の右岸に形成された河岸段丘上に立地 してい

る。安比川は北側 (左岸)を急な崖、南側 (右岸)を非常に狭い沖積地と接 してお り、遺跡はこの狭い沖

積地 と接続する低台地上に立地する。遺跡と安比川との比高は約10m、 30m西方では約15m、 30m東方

では約 5mと なっている。

遺跡の立地する二戸市は、岩手県の北端部に位置して青森県に接 し、北側は青森県名川町、同 三戸町、

西側は青森県田子町、岩手県浄法寺町、南側は一戸町、東側は九戸村、軽米町に隣接している。二戸市は、

東を北上山地、西を奥羽山脈に挟まれた馬淵川水系中流域に立地する内陸の市で、面積は238,17k雷、人口

約 3万人の岩手県で最も新 しい市政都市である。 (1972年市政施行 )
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遺跡のある地域は、県道二戸―浄法寺線の沿線上にあるが、国道4号線のバイパス建設に伴って一連の発

掘調査が行われた地域からはやや西側に外れてお り、 これまで発掘調査は殆ど行われていなかった。

安比川は南西から東に向かって流れ、市の中心部に近いところで馬淵川と合流している。遺跡は馬淵川

支流である安比川の下流域にあた り、谷底平野の形態をとる低地上に位置 している。 この低地を取 り囲む

丘陵地との境 目には、連続性の悪い安比川段丘がところどころに分布 している。そのほかは殆どが谷底平

野で、河川の両岸の低地か ら連続する高度が低 く緩やかな丘陵地に対 して、網の目のように入 り込んでい

る。

遺跡の載る火山性丘陵地帯は、八幡平の東側に位置する安比岳南麓付近を源 とし、馬淵川最大の支流で

ある安比川によって南北に三分されている。遺跡のある安比川の右岸は稲庭岳 (標高1078m)を中心とし

た火山性の山麓丘陵 (稲庭岳山麓丘陵)で、東に向かって次第に高度を下げ、東端縁は馬淵川西端に達 し

ている。また南側は、八幡平か ら東～北東に茶臼岳、大黒森山、前森山、七時雨山、西岳などの火山が並

び、北側 と同様に火山性丘陵 (七時雨山山麓丘陵)が広がっている。 この七時雨山山麓丘陵もまた北側 と

同様にその東～北東端が馬淵川西端に達している。

以上の火山性丘陵は、安山岩質岩類を主な基盤岩としているが、丘陵の北東縁の馬淵川西岸付近には新

第二紀の末ノ松山層や門ノ沢層と呼ばれる凝灰岩質角礫岩や砂礫などが分布 し、その上を第四紀の火山噴

出物などが覆つている。

二戸市の地形は以上の馬淵川以西の火山性丘陵地、馬淵川流域、馬淵川以東の非火山性山地 (北上山地)

の二つの地域に大別される。 この地域の北上山地には古い隆起準平原が広 く分布してお り、最高点は折爪

岳 (標高852伍 )である。北上山地は内陸部と沿岸部 (三陸海岸地帯)と の気象境界の位置も占めている。

また、馬淵川流域には数段の更新世 。完新世の段丘が形成されている。

第 1図 岩手県図に見る遺跡の位置
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No 遺跡名 種別 遺構・遺物 所在地 備 考 No. 遺跡名 種 別 遺構・遺物 所在地 備 考

1 上野新田 縄文、古代 縄文土器、土師器 散布地 28 上ミ平
縄文、弥生

平安

縄文土器(前・晩期)、

弥生土器、土師器

鳥越字

上ミ平
散布地

９
， 中曽根

縄文、古代

中世

住居跡、円形周溝、

土墳群
集落跡 29 中野平 縄文、平安

縄文土器(後～晩期)、

土師器

鳥越字

中野平
集落跡

つ
υ 土 )「 | Ⅱ 縄文、古代 縄文土器、土師器 散布地 30 戸屋森 弥生、奈良 弥生土器、土師器

字

森

越

屋

鳥

戸
散布地

4 火行塚
縄文、弥生

古代

住居跡、弥生包含層、

弥生土器、玉類、土師器
集落跡 Ｏ

υ 八木沢 I 縄文、平安 縄文土器、土師器
鳥越字

八木沢
散布地

5 森 合 縄文、古代 縄文土器、土師器 福 岡 散布地 ９
，
つ
け 八木沢館

縄文、平安

中世

縄文土器(前・中期)、

土師器、主郭、平場

鳥越字

八木沢

散布地

城館跡

6 大向上平 縄文、平安
縄文土器(晩期)、

土師器

似鳥字

加沢
集落跡 つ

０
つ
０ 禾日由

縄文、弥生

奈良、平安

縄文土器(後・晩期)、

弥生土器、土師器

鳥越字

和山
散布地

，
イ 大向 Ⅱ 縄文、平安 縄文土器、土師器

似鳥字

大向
散布地 34 竹森 Ⅱ 奈良、平安 土師器

鳥越字

竹林
散布地

8 大 向 吉代 土師器 集落跡 35 野月内館
縄文、弥生

平安

縄文土器(早
。後期)、

弥生土器、土師器

鳥越字

野月内館
集落跡

9 福田館
縄文、古代

中世

縄文土器、土師器

空堀、平場

福田字

館

城館跡

散布地
36 野月道ノ下

縄文、弥生

平安

縄文土器(後期)、

弥生土器、土師器

鳥越字

野月道ノ下
散布地

10 〈
口

縄文、古代

中世
縄文土器、土師器

似取字

合川
散布地

ワ
‘

つ
じ 樋ノロⅢ

縄文、弥生

奈良、平安

石匙、縄文土器(中・後・晩

期)、弥生土器、土師器

一戸字

樋ノロ
散布地

11 仲 口 縄文、古代 縄文土器、土師器 集落跡
０

０

０
０ 樋 ノロ皿 縄文、平安

縄文土器(中期)、

土師器

一戸字

樋ノロ
散布地

つ
ね 大倉 ] 縄文、古代 縄文土器、土師器 散布地 39 樋 ノロⅢ

縄文、弥生

奈良、平安

縄文土器(前～晩期)、

弥生土器、土師器

一戸字

樋ノロ
欲布地

つ
０ 大倉A 縄文、古代 縄文土器、土師器 散布地 40 打ヽ井田Ⅲ

縄文、弥生

平安

縄文土器(後・晩対)、

弥生土器、平安土器

一戸字

小井田
集落地

14 野場塚 I 縄文、古代 縄文土器、土師器 散布地 И
生 赤屋敷 縄文、平安

縄文土器(晩期)、

土師器

月舘字

赤屋敷
散布地

15 福田久保 縄文、古代 縄文土器、土師器 散布地 河W竜 Ⅱ 縄文、平安
縄文土器(後・晩期)、

土師器

一戸字

小滝
散布地

16 大倉B 縄文、古代 縄文土器、土師器 集落跡 43 茂谷 縄文、平安 縄文土器
高善寺

字茂谷
散布地

17 大久保 縄文、古代 縄文土器、土師器 集落跡 匂 寺屋敷 縄文、平安 縄文土器、土師器
高善寺字

寺屋敷
散布地

18 米田Ⅱ 縄文、古代 縄文土器、土師器 散布地 45 毘沙門堂 平安、鎌倉 塚
西法寺字

西法寺
城館跡

19 米田 I 縄文、古代 縄文土器、土師器 散布地 46 袖子田Ⅲ 縄文、平安
縄文土器(中期)、

土師器

中里字

袖子田
散布地

20 元 六 縄兎古代 縄文土器、土師器 散布地 ７
ｒ 馬場野 Ⅱ 縄文、平安

縄文土器(後期)、

土師器、須恵器

字

野

里

場

中

馬
散布地

つ
ね 前 田 縄文、古代 縄文土器、土師器 散布地 48 袖子 田 Ⅱ

縄文、弥生

平安

縄文土器(早・前期)、

弥生時代、土師器

中里字

袖子田
散布地

22 総沢 古代 土師器
御山字

総沢
散布地 袖子田 縄文、平安

縄文土器(後・晩剣)、

土師器、須恵器、鉄津

中里字

袖子田
散布地

つ
υ

つ
る 首戸 Ⅱ 縄兎平安

縄文土器(晩期)、

土師器

字

沢

越

古

鳥

宮
散布地 50 馬場野 縄文、平安

縄文土器(後期)、

土師器、須恵器

字

野

里

場

中

馬
散布地

24 悪戸平 I 縄鬼平安
縄文土器(後・晩期)、

土師器

字

平

越

戸

鳥

悪
集落地 51 小荒木 縄文、平安

縄文土器(後期)、

土師器

中里字

小荒木
散布地

25 川原田平 1 奈良、平安 土師器
鳥越字

川原田平
散布地

つ
る

医
じ 袖越

縄文、弥生

平安

縄文土器(前・晩期)、

弥生土器、土師器

中里字

袖越
散布地

26 川原田平 Ⅱ 平安 土師器
鳥越字

川原田平
散布地 Ｏ

υ
氏
υ 大平

縄文、弥生

平安

縄文土器(中 ～後期)、

弥生土器、土師器

西法寺

字大平
集落跡

ワ
‘

つ
々 過利石 縄文、平安

縄文土器(後期)、

土師器

字

石

越

利

鳥

過
散布地

第 1表 周辺遺跡一覧表
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2.調 査方法 と整理方法

(1)調査方法

〔グリッドの設定と遺構名〕

大向上平遺跡では平面直角座標 (第 X系 )、 X=+26.250m、 Y=+34.070mを 基準点 1、 X=
+26.200m、 Y=+34.070mを 基準点 2と して、この2点を結んだ線を基準線とした。そしてこの基準およ

び基準線を延長 し、50× 50mの メッシュで全調査区を区画 した。このメッシュの北東端を基準として、南

北方向には北からA, Bの アルファベットを与え、東西方向には東から I、 Ⅱ、Ⅲの番号を付し、 IA区 、

ⅡB区と表示した。さらにこの大区画を10等分 して 5× 5mに小区画 し、北からa～ j、 東か ら0～ 9を

付し、 コA3a区 、 IB9e区 と表示した。遺構名は検出順に種別ごとに 1号竪穴住居跡、3号土坑という

ように名称を付した。

〔粗掘 りと遺構検出 。遺構の精査と遺物の取 り上げ〕

検出面までの深さおよび層序の確認のため、調査区に地形に沿うかたちで トレンチを入れた。 この結果

基本層序の第 Ⅱ層と第Ⅲ層の上面が遺構の検出面であることが確認された。 このため、基本層序第 Ⅱ層上

面までの除去には重機を使用 した。 この後、人力によって遺構の有無を確認 しながら第Ⅳ層まで掘 り下げ

た。遺構が検出された場合には三分法を原則 として精査を行ったが、必要に応 じて他の方法も併用 した。

精査の各段階において必要図面の作成や写真撮影を適宜行った。遺構内出上の遺物は、埋土では上位・下

位にわけて取 り上げ、遺構外出土の遺物についてはグリッド別に出土した層位を記して取 り上げた。

〔実測方法・写真撮影〕

各遺構とも平面実測はグリッド軸に合わせた lmの メッシュを基本とした。原則として 1/20の縮尺を用

い、必要に応 じて任意の縮尺を用いた。写真撮影は35mlnモ ノクロームとカラースライ ド各1台 と6× 9 cm

モノクローム1台 を使用 した。撮影は埋土堆積状態や遺物の出土状況、遺構の完掘状況などについて行い、

調査終了時点でセスナにより空中写真を撮影 した。

(2)整 理方法

室内での整理作業は、遺物の仕分けと復元、遺物写真撮影・実測・拓本を優先させて行い、これと並行

して図版・写真図版の作成を行った。個々の整理方法および図版の凡例は下記の通りである。

〔遺構〕

遺構配置図は発掘調査時に作成した図面を基本に 1/400の 縮尺図を作成して 1/1000で掲載した。各遺

構図面は以下の縮尺を原則としたが、一部に縮尺の変更もあり、図版にはそれぞれスケールを付した。

埋設土器の平・断面図-1/10、 竪穴住居跡の平・断面図-1/50、 掘立柱建物跡の平・断面図-1/40、

土坑の平・断面図-1/40、 溝状遺構の平・断面図-1/100。 1/50、 柱穴列の平 。断面図-1/100。 1

/50。

〔遺物〕

土器のうち、日縁部・底部が 1/6以上残存するものについては反転実測を行った。反転実測に適さない

破片については平面実測・拓本をとった。鉄製品・石器はすべて掲載した。

掲載遺物の縮尺率・個々の凡例は以下の通りである。

土器の実測図-1/3、 拓本-1/3、 剥片石器-1/2、 礫石器-1/3、 石製品-1/2、 土製品―

1/2、 鉄製品-1/2、 鉄津-1/2、 貝製品-1/1。 遺物写真については、土器≒ 1/3、 その他の

遺物≒ 1/2で掲載した。実測図・写真とも、これに反する場合は個々にスケールを付した。

-7-



〃
――
―Ｉ
Ｈ

ケ
ズ
リ

〔図版〕

図版中の遺物実測図およびスクリーントーンの表示は以下に示すとおりである。

回クロナデ

須恵器
/

割網

ヨコナデ

(遺構〉

堅 くしまる床面

粘土等付着物
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3.基本土層

遺跡の主要部分の基本土層は図のようになる。

I層 10YR 2/1 黒色土 表土 耕作土

Ⅱ層 10YR 2/1 黒色土 層厚 12～ 22cm

Ⅲ層 10YR 3/2 黒褐色土 中板浮石を含んでいる。層厚13～ 20cm

Ⅳ層 10YR 3/3 暗褐色土 中板浮石の層 層厚23～26cm

V層 10YR 3/4 暗褐色土 層厚 18～ 22cm

Ⅵ層 10YR 4/4 褐色シル ト 層厚43～ 50cm

Ⅶ層 10YR 6/8 明黄褐色砂礫 層厚50cm

調査区は南側か ら北側に向かってごく緩やかに傾斜する平坦な低台地

に立地 している。畑地として利用されていた北端部と南端部は削平され

てお り、北端部では表土の下がⅣ層褐色シル ト面、南端部では、Ⅳ層上

面 となっていた。

-0

― ∞

-1∞

四 r― li―

―
|■■|:園

I層  □層  Ⅲ層  Ⅳ層

囲 Ⅷ l■|
V層  Ⅵ層  Ⅶ層

第 5図 基本土層柱状図

Ⅲ.検出された遺構と遺物

縄文時代の埋設土器2基、古代の竪穴住居跡10棟、土坑18基、畝間状遺構 5群、柱穴列2列を検出した。

縄文時代の埋設土器はいずれも後期初頭、古代の竪穴住居跡はすべて平安時代のものと思われる。以下、

時代別に記載する。

1.縄文時代

(1)埋設土器

1号埋設土器

遺構 (第 6図・写真図版 4)

調査区中央北側、ⅢE7iグ リッドの平坦面に位置する。Ⅲ層中で検出された。西方6.5mには 2号埋設

土器がある。土器は周囲を23× 24cm・ 深さ14cmの楕円形に掘 り込んだピットの中に、東に傾くように正立

の状態で埋設されていた。土器上端部は検出時には欠損 していた。埋土は黒褐色土主体で、しまりはない。

住居跡に伴うような形跡はない。

遺物 (第 7図・写真図版24)

遺物は埋設された土器と、土器の内部か ら炭化物の付着した深鉢土器破片3点、その下位から硬玉製大珠

2点、中央から貝製①の平玉 2点 と貝製品① l点、アマオブネ貝製の玉73点以上が得 られた。

土器に施文された文様の特徴から、 この遺構の時期は縄文時代後期初頭と考えられる。

2号埋設土器

遺構 (第 6図・写真図版 4)

調査区中央部北側、ⅢE8hグ リッドの平坦面に位置する。 Ⅲ層中で検出された。東方6.5mに は 1号埋

設土器がある。土器は周囲を31× 40cm。 深さ18cmの精円形に掘 り込んだピットの中に、ほぼ垂直に倒立し

た状態で埋設されている。検出時に土器底部～胴部下半が欠損 していたため、底部の形態は不明である。

埋土は黒褐色土主体で、 しまりはない。住居跡に伴うような形跡はない。

卜 L=138,900m
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遺物 (第 7図・写真図版24)

遺物は埋設されていた土器だけである。同一個体の胴部破片数点が、土器内部から得 られた。

土器に施文された文様の特徴から縄文時代後期初頭の遺構 と考えられる。

1号埋設土器
ⅢE7iの南方2m
更に西方2m

硬玉製大珠
アマオブネ貝製小玉

1号埋設土器

1 25V3/2 黒掲色土 骨片合む
2 10γ R2/2 黒掲色土
3 25Y4/3 オリーブ褐色土
4 25Y3′ 1 黒掲色土 黄掲a粒含む

れ
い一L=14刊 .500m

い一L=141.600m

引
や
孟E9iの 東方2m

蜘

2号建設土器

25Y3/2 黒褐色土 黄掲色粒含む

25Y4/3 オリーフ褐色土
iOYR2/3 黒掲色土
25V3/1 黒褐a土 黄褐色粒含む

10YR242 黒掲色土
25/Y3/1 黒掲色土と黒色■の混合上

o          l :20          1m

く
1・ 2号埋設土器
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Eli c1        8

出土地点 器 種 部 位 原 休 文 模 の 特 徴 分 類

1 1号 埋設土器 一霊 胴 ～底 部 沈 線

沈線により横位に達繁するフック状モチーフが描かれる。器面は丁寧に

磨かれている。 2類

2号埋設上器 深鉢 日～胴 部 沈線 によ リフ ック状モチ ー フが描 かれ る。 類

2号埋 設 上 器 深鉢 胴 部 類

2号埋設上器 深 鉢 胴 部 類

1 2号 埋設上器 深 鉢 胴 部 類

出土地点 種 類 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備 考 石 質

5 号埋 設 土 器 硬玉 製 大 珠 17 硬 玉

6 号埋設土器 硬玉製大珠 5 14 硬 玉

7 号埋 設 土 器 貝 玉 器厚 は 0 2cm
8 号埋設土器 臼 玉 員製 ?

9 号埋 設 土 器 員製 品 ? 素材不明

第 7図  1・ 2号埋設土器出土遺物
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2.平安時代

(1)竪穴住居跡

1号竪穴住居跡

遺構(第 8図・写真図版 5)

[位置・重複関係]IB8cグ リッドに位置する。表土除去後のⅥ層褐色シル ト面で検出した。

[規模・平面形・方向]東辺2.94m、 西辺2.54m、 南辺3.26m、 北辺3.12mの ほぼ正方形を呈する。床面

積は約 8。 7ド、主軸方向はE-22° 一Sである。

[埋土・壁]残存 しない。

[床面]耕作による削平が深くまで及んでいる為、検出した時点で床面しか残存 していなかった。プラン

全面に掘 り方をもち、炭化物を少量含む暗褐色シル トを主体 として貼 り床されている。残存する厚 さは10

0        1 :50       2m

L=137.600m卜 卜 L=137.600m 当
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1号住居カマド

1 10YR 5J4 鈍い黄掲色土

2 75YR 516 明掲色土

3 5YR 56 明赤掲色焼土

4 10YR 33 暗掲色土

1号住居カマド

10YR 514 鈍い黄掲色土

7 5YR 516 明褐色焼土

5YR 516 明赤掲色焼土

10YR 313 暗掲色土

10YR 312 黒掲色土

7 5YR 3fr3 皓掲色土

第 8図  1号堅穴住居跡
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～20cmほ どである。床下砂質シル ト面に凹凸をみるが顕著なものではない。

[カ マ ド]東壁南よ りに位置する。残存状態は悪い。燃焼部には44× 5 1cm。 厚さ 9～ 1 lcmの 焼土が形成

されている。 この焼土面に接するようなかたちで25× 6 1cmの 巨礫が検出された。位置から推測 して、礫が

天丼石 として使用されていた可能性が考えられる。煙道部は削平により残存 しない。

〔柱穴・ピット〕南側よリピットを1基検出した。規模は38× 58cm。 深さ1 3cmである。埋土中か らは刀子

が 1点出土 してお り、住居内の貯蔵穴として使用されていたと考えられる。

遺物 (第 9区・写真図版24)

削平された住居跡であるため、出土遺物は少ない。すべて床面、土坑の埋土か ら出土 した。内訳は土師

器の甕破片 7点、刀子1点である。 17は土師器甕胴部破片で器面に不規則なケズリ調整をもつ。

む                                 む

0       1 :3     10cm

18`よ S=1/2

出土地点 種類 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(9) 備 考

1号住 床面 刀 子 17 0,7 201

第 9図  1号堅穴住居跡出土遺物
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2号住居 断面

10YR211 黒色土

10YR2/1 黒色土 掲色粒合む

10YR212 黒掲色土と掲色土・粒の混合土

10YR212 黒掲色土と灰黄掲色土(Tora火 山灰)の混合土

10YR21i 黒色土と灰黄掲色土(TO a火 山灰)の混合土

10YR212 黒掲色土 灰黄掲色土ブロック合む

10YR留1 黒色土 掲色粒・灰黄掲色土小ブロック合む

10YR3/4 皓掲色土 (貼 り床)

ぱ

卜

ド_L=138200m

卜 L=司 38.200m

第10図 2号堅穴住居跡①
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卜  L=139。 100m

L=139.100m

卜 L=139100m

2号住居 煙道・カマド断面

7 5YR5J8明 掲色焼土

5 YR5/8 明赤褐色焼土

10YR211 黒色土 炭化物含む

10YR3′2 黒掲色土 全体に黄掲色土小ブロック、上層に明掲色土小ブロック合む

10YR312 黒掲色土と黄掲色土と明掲色土の混合土

10YR2を  黒掲色土 掲色粒含む

10YR3/2 黒掲色土

10YR5/8 黄掲色砂質シルト

0        1 :25 lm

第11図 2号堅穴住居跡②

2号堅穴住居跡

遺構 (第 10。 11図・写真図版 6)

[位置・重複関係]IB7jグ リッドに位置する。検出面はⅢ層で、十和田 a降下火山灰 (以後、十和田

a火山灰 と記述する。)をまば らに含む黒色土の広が りとして確認 した。

[規模 。平面形・方位]】ヒ東辺4.48cm、 南西辺4.80cm、 南東辺 5。 20cm、 北西辺5,62cmのほぽ正方形を呈す

る。床面積は約25.1♂、主軸方向はW-31° 一Nである。

[埋土]検出面から床面直上まで十和田 a火山灰を含んだ黒褐色土が堆積する。

[壁]壁高の残存値は18～ 22cm前後である。

[床面]ほぼ平坦でやや しまる。全面に掘 り方をもち、暗褐色シル トを主体 として貼 り床されている。厚

さは壁近くで10～ 1 2cm、 中央では 2 cmほ どでである。柱穴は確認されていない。

[カ マ ド]西壁の中央やや北よ りに構築されている。燃焼部には52X83cm・ 厚さ1 2cmの焼土が形成され

ている。煙道部は掘 り込み式の構造で、壁か ら92cm外方へ延びてお り、底面は約 17° の角度で緩やかに立

ち上がっている。

[壁溝]壁溝は一周するものと思われ、幅13～ 2 1cm、 深さ10～ 1 6cmである。

〔柱穴・ピット〕確認できなかった。

遺物 (第 12。 13図・写真図版25)

カマ ドとその周辺の床面から土師器の甕片 6点、埋土中から土師器甕片 3点と蝸の口縁部片1点、形態不

明の鉄製品1点が出土 している。 19は ロクロ調整の甕である。23・ 24は カマ ド周辺の床面から出土 した甕

口縁部で、器面に粘土が付着 している。

-15-
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第12図 2号堅穴住居跡出土遺物①
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0       1 :3     10cm

29はS=1/2

出土地点 分 類

血 出土地点 種 類 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 備考

2号住 埋 土 鉄製品 4.4 1 49 器種不明

第13図  2号堅穴住居跡出土遺物②
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3号堅穴住居跡

遺構 (第 14。 15図・写真図版 7)

[位置・重複関係]IC6dグ リッドに位置 している。検出面はⅢ層で、十和田 a火山灰をまば らに含む

黒褐色土の広が りとして検出した。 10号竪穴住居跡と北一東辺を同じくして重複 している。 10号竪穴住居

の掘 りこみを利用して拡張を行った住居跡と考えられる。

[規模・平面形・方位]北東辺6.38m、 南西辺6.46m、 南東辺6.24m、 北辺5.88mのほぼ正方形を呈する。

床面積は約38.9ぎ、主軸方向はW-17° 一Nである。

[埋土]埋土は黒色土～黒褐色土を主体 としている。十和田 a火山灰小ブロックや、炭化物の混入量など

によって13層 に細分される。埋土は全般に自然堆積の状況を呈する。

[壁]壁高の残存値は14～ 42cm前後である。

[床面]ほぼ平坦で堅くしまっている。全面に掘 り方をもち、暗褐色シル ト主体で貼 り床されている。厚

さは壁近くで12～ 28cm、 中央部では1 0cmほ どである。北東側で45× 23cmの不整楕円形の範囲に灰・粘土

ブロック、焼土粒、炭化物が集中して認められた。この部分の床面はそれほど堅くしまらない。

[カ マ ド]西壁の中央部に構築されている。本体は粘性のある褐色シル トで構築されている。燃焼部には

56× 66cm・ 厚さ19cmの焼土が形成されている。煙道部は参Jり 貫き式の構造で、外側に向かい18° の傾斜を

もって緩やかに下る。煙出し孔は33X36cmの ほぽ円形で、深さ68cmである。

[壁溝]壁溝は、幅が11～28cm前後、床面からの深さ13.1～ 23.4cmで、住居内を一周するものと思われる。

[柱穴・ピット]床面か ら4個 の柱穴を検出した。規模は、Plが 40× 46cm・ 深さ18.7cm、 P2が 44×

50cm・ 深さ49.5cm、 P3が 34× 45cm。 深さ41cm、 P4が 36× 50cm。 深さ46cmである。埋土は 4層 に細分さ

れ、記録を行ったPP l,4は いずれも柱穴痕跡が認められた。そのほか南側から径20～ 30cmの小柱穴を

6個検出した。

遺物 (第 16～ 19図・写真図版26～ 27)

カマ ド～床面にかけて多くの遺物が出土している。カマ ド～カマ ド周辺の床面からは土師器のrTh2点 と甕

片11点が出土した。床面からは土師器甕片6点 と鉢の体部破片 1点、須恵器甕片1点、鉄製紡錘車1点、鉄

鏃 1点、埋土中からは土師器杯1点、土師器甕片約13点、鉢の回縁部破片 1点、柱穴埋土上部からは甕1点

が出土した。

-18-



L=139700m

3号住居 柱穴

S=1/25

PP4

掲色土含む

にぶい黄橙土(To a火 山灰)ブ ロック含む

1 10YR2/2 黒掲色土

2 1oYR2/1 黒色土

3 10YR4μ  掲色土

4 10YR3 2 黒掲色土

に L=140000m

S=1/25
PPl

3号住居 柱穴・土器入

10YR21 黒色土 にぶい黄橙土(To a火 山灰)含 む

10YR3′ 1 黒掲色土 にぶい黄橙土(To a火 山灰)・ 褐色土ブロック合む
10YR3′ 1 黒掲色土と,oYR6 5朗 黄掲色土との混合土
10YR6/8 明黄掲色ンルト 黒掲色土ブロック含む

卜

れ

引

L=140.000m

第 14図  3号堅穴住居跡 ①
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3号住居 断面

OヽYRl″1 黒色土

10YR2/2 黒褐色土 灰黄褐色土(To・ つく山灰)ブロック含む

10YR3/2 黒褐色土 灰黄褐色土(Toね火山灰)ブロック含む

10YR212 黒偶色土 資褐争■・褐色粒 。し白色土(To‐a火山灰)ブ ロック含む

iOYR2/1 黒色土 灰白色土(Toia火 山灰)プ ロック含む

loYR2/1 黒全土 掲色粒含む

10YR2/1 黒色土黄掲色プロック・灰白色土

『

oa火山灰)ブロック含む

8 10YR2/1 黒色土 灰白色土
「

o,火山灰)」 ブヽロック僅かに含む

0 10YR2/3 黒褐色土 灰白色土(To‐ a火山灰)。 掲色土・黒色土ブロック含む

i0 10YR373 暗褐色土 灰白色土(Toね火山灰)お プヽロック僅かに含む

,1 10YR2/2 黒褐色上 下層に明掲色土・炭含む

12 10YR2/2 黒褐色上 下層に掲色土 明褐色上含む

13 10VR3/4 暗褐色上 下層に明黄掲色土ブロック含む

14 10YR3/4 暗褐色土 褐色粒含む (貼 り床)

15 10YR2/1 黒色砂質シル ト 褐色粒含む (貼 り床)

れ
卜 L=140.000m

ド__ L=139.700m

ドL_ L=139.700m

トーL=139.700m 莉

loYR2/2 黒褐色土 掲色土うっすらと含む

10YR2/2 黒褐色土とにぶい黄橙土
「

o`a)の 混合土

明黄掲色・黄褐色焼土ブロック、炭化粒合む

10YR4/6 褐色上 黒色土含む

10YR2/1 黒色土 褐色土粒合む

刹

当

3号ItE 煙適・カマ ト断面

1 7 5YR5/8明 褐色焼土

2 7 5YR6/8橙 焼土

3 5 YR5/8 明赤褐色土焼土

4 10YR″ 6 明黄褐色境土 非常に硬い

5 25VA5/4黄 掲色土 猫性あり 明撮色焼土・黒色土ブロック状に含む

6 10YR2/3 黒褐色土 赤褐色土・褐色土小ブロック含む

7 10YR2/1 黒色土と黄褐色上の混合土

8 10γ R2/2 黒褐色土とにぶい黄橙土(To a火 山灰)の混合土

明黄褐色・費掲色残土ブロック、炭化粒含む

9 10YR243 黒褐色土 掲色粒含む

10 10YR2/2 黒掲色土 褐色粒含む

11 10YR3/2 黒褐色土 褐色粒含む

12 10YRV4 掲色土

13 10YR4/4 掲色焼土とにぶい黄橙土

「

oa火山灰)の混合土

14 10YR2/2 黒褐色土土掲色焼上の混合土

15 10YR4/6 褐缶土

16 10YR2/2 黒褐色土 贈赤掲色土すじ状に含む

にぶい黄橙土(TO‐a火 山灰)ブ 白ック少量含む

,7 10VR2/2 黒掲色土 褐色土うっすらと含む

18 25Y5/4 黄掲色焼土 粘性あり

,9 10VRS/9 黄褐色焼土 猫性あり

20 ,OYR3/S 暗褐色上 褐色土・黒色土すじ状に含む

21 10YR2/1 黒色砂質シル ト 褐色土含む

22 10YR4/6 褐色砂質シル ト 黒色土う。すら含む 絡性あり

23 75YR4/1褐灰砂質シル ト 炭化物含む

勢 10YR4/6 褐色土 黒色土含む

o        l :25 lm

第15図  3号竪穴住居跡 ②
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第16図  3号堅穴住居跡出土遺物①
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第17図  3号竪穴住居跡出上遺物②
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53

0       1 :3     10cm

第18図  3号堅穴住居跡出土遺物③
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0       1 :3     刊Ocm

出土地点 種 類 長さ(Cm) 幅(cm) 厚さ(Cm) 童量(g) 備 考

3号住 床面 鉄製紡鍾車 03 289

3号住 床面 鉄 鏃 05 04

3号住 床画 鉄製品 -2 9 07 05 4 写真のみ掲載

3号住 床画 鉄 滓 写真のみ掲載 重量は 2ケ 辺

():推定値 ― :残存値

第19図  3号堅穴住居跡出土遺物④
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4号堅穴住居跡

遺構 (第 20図・写真図版 8)

[位置 。重複関係]IC7hグ リッドに位置している。検出面はⅢ層で、十和田 a火山灰をまば らに含む

黒色土の広がりとして検出した。西半部が調査区域外にかかっている。

[規模・平面形・方位]東辺5.20m、 南辺 (2.12)m、 北辺 (1.26)mを 測る。西半部は調査区域外にかか

り、東西方向の規模は残存値である。主軸方向はN-80° 一Eである。

[埋土]黒色土を主体とした堆積土で、十和田 a火山灰の混入量によって9層 に細分される。

[壁]壁高の残存値は29～ 55cm前後である。

[床面]ほぼ平坦でしまっている。中央部をのぞいて全面に掘 り方を持ち、 2～ 6 cm大 の礫を多く含む黒

褐色土を主体として貼 り床されている。厚さは壁近くで20～ 24cm、 中央部で 2～ 3 cmほ どである。

[カ マ ド]東壁の中央部に位置する。本体は芯材となる礫や土器片を多量に用いて褐色粘土・焼土粒を含

む灰黄褐色粘土主体で覆つて構築されている。燃焼部は強い火熱を受け、よく焼けてお り130× 130cm・ 厚

さ24cmの焼土が形成されている。煙道部は今Jり 貫き式の構造で、外側に向かい16° の傾斜をもって緩やか

に下る。煙出し孔は40× 41cmのほぼ円形で、深さ7 1cmである。

[壁溝]確認できなかった。

[柱穴・ピット]北東隅の床面が一部貼り床されておらず、やわらかかったことからピットを1基 (Pl)

検出した。規模は118× 135cm・ 深さ51.5cmで 、円形を呈する。埋土は中撮浮石を含む黒褐色土で、壁面に

は炭化物の堆積が認められた。底面より装着式の手鎌が1点出土している。出土した遺物などから住居内の

貯蔵穴として使用されていたと考えられる。

遺物  (第 21～ 25図・写真図版28～ 30)

カマ ド～煙出しにかけて多くの遺物が出土している。煙出し埋土からは甕が 2点出土した。71a、 71b

は接合しないが同一個体である。カマ ドからは土師器寮 6点、蝸片 1点、鉢片1点、須恵器甕片 2点、大甕

片 2点が出土している。床面Plか らは土師器甕片1点 と装着式手鎌1点が出土した。甕は口縁部付近に補

修孔を持つ。装着式の手鎌は木質の把手が良く残り、保存状態が良い。埋土中からは土師器邦片4点、甕片

3点が出土している。
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‐
〔Ｆ

庄  L=140000m

4号住居 断面

1 10YR 2′ 1 黒色土 掲色灰(TO a火 出灰)催 かに含 む

2 10YR 2′ 1 黒色■ 掲色灰 (To‐ a火 山灰)を 少量含 む

3,OYR 2′ 1 黒色上

4 10YR 2′ 1 黒色土 灰黄掲色上 を含む

5 10YR 2/1 黒色土 砂 を少量含 む

洋 L=140000m当

Ｃ７ｈ
＋

4号 住居煙道断面

iOYR 2/1 黒色土

iOYR 5′4 鈍い掲色土 明赤掲色焼土含む

IOYR 6/2 灰黄掲色土

10YR 7/1 灰自色土 黒掲色土との混合土

iOYR 3/1 黒掲色土 掲灰土との混合土

6 25VR 6/6橙 焼 土

フ 5YR 5′ 8 明赤掲 色焼土

8,OYR 6ノ4 鈍 い黄橙土

9 10YR 3/1 黒掲色土

灰黄掲色土混 入

10 10YR 3′ 1 黒掲色土

灰自色■(To a火 山灰)を 少し含む

灰白色土(To a火 山灰)

・掲色土どく使かに含む

掲色土・小礫混入

炭化物少量混入

黒褐色土

黒掲色土

黒褐 色土

鈍 い黄掲色土混 入

黒掲 色土

鈍 い黄掲色土混入

咽

。

。

J

れ

4号住居内ビッ ト

1 10YR 2/1 黒色土

2 10YR ,7′1黒 色土

3 10YR 241 黒色土

4 10YR 4/6 掲色土

ゞ
瑶

い

岸―L=140,000m

4号住居断面

,耕 作土

2,OYR 2/1 黒 色土

3,OYR 2/1 黒色土  明黄掲色灰 (To a火 山灰 )が ブロ ノク状 に混入 す る

4 10YR 2′ 1 黒色土  掲色灰 (To a火 山灰 )少霊合 む

5 10YR 2′ 1 黒色土 掲色灰(To a火 山灰)30%程 混入
6 10VR 2′ 1 黒色土 掲色灰(To a火 山灰)褐 色土僅混入
7 10YR 2′ 2 黒色土 掲色灰(To a火 山灰)?掲色土・炭化鯵僅かに混入

8,OYR 2′ 1 黒色土 掲色灰 (To‐ a火 山灰)僅 かに含む

μ―L=140.000m

9 10YR 2′3 黒掲色±              0     1 :50    2m
10,OYR 2′ 1 黒色土  灰責掲色土・ 炭化物含 む

11 10YR 3′ 1 黒掲 色土  鈍 い黄橙色土明黄掲色土混 入

12 10YR 4′ 4 掲 色土

i310YR 3′ 1 黒掲色土  掲色土 少量混 入・ 5～ 15cm大 の礫含 む

14 10YR 3′ 1 黒掲色土  掲色土少量含 む 締 ま り弱 い

IS 7 5YR 2/1 黒色土  掲 色灰 (To a火 山灰 )僅 かに合 む

16 iOYR 3/1 黒掲色土  掲色灰 (イ oa火 山灰 )粒合 む (貼 り床 )

鶉

11 10YR 2′ 1 黒色土 鈍い黄橙土僅かに混入 (‖ 層)16 10YR 9′ 1

12 10YR 4′ 3 鈍い黄褐色土 黒褐色土少量混入   17 10YR 3′ 2

19,OYR 3′ , 黒掲色土 皓掲色土含む       18 10YR 3′ 1

14 10YR 4/3 鋭い責掲色土 黒褐色土含む

15 10YR 4′ 3 鈍い黄掲色±            19 iOYR 3′ 2

ドー L=140000m

鈍い黄橙土混入 (Ⅲ 層 )

当
れ卜

4号 住居 カマ ド

4号 住居 カマ ド

1 10YR 5′ 2 灰 黄掲色土

P iOYR S′ 2 灰 黄過掲 色上  掲灰  鈍 い赤掲土 が混 ス

3 iOYR 5′ 6 黄掲土  赤掲色焼上 が少量混 入

4,OYR 5/2 黄掲 色土  掲灰 色土 との混合土

5 25YR 6′ 6種 焼土

6 5VR5/8 明赤掲色焼土

3:::::::::ヨ
3::量含むi

0

,OYR 2′ 1 黒色土 灰黄掲・鈍い責褐土含む

,OYR 3′ 9 暗掲色土 炭化物少量

10YR 3′ 2 黒褐色土

7 5YR 3′3 暗褐色土 炭化物少量含む

10YR 5′4 鈍い黄掲色土

刊 :25    1m

4号堅穴住居跡
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L=140000m

第20図
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0       1 :3     10cm

第21図  4号堅穴住居跡出土遺物①
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儘 て曇 77

第22図 4号堅穴住居跡出上遺物②
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0       1 :3     10cm

第23図  4号竪穴住居跡出土遺物③
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謂ζ∈ 6

0       1 :3      10cm

871よ S=刊 /2
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出土地点 器種 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(9) 備 考

4号住 Pl床 面 装着式手鎌 114 286 刃部の厚 さ0 1Cm

第24図  4号堅穴住居跡出土遺物④



覇/畷4

1 :3

95。 97は S=1/2

95

10cm

推定値

外面調整

出土地点 器 種 長 さ(cm) 幅 (cmⅢ 厚さ(cmⅢ 重 量 (9) 備 考 石 質

4号住 床面 磨製石斧 2427 撤橋 岩

4号住 床面 磨 石 77 安 山岩

4号住 埋上下部 ポイント 瑳質 頁岩

():推定値 ― :残存値

4号堅穴住居跡出土遺物⑤
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5号竪穴住居跡

遺構 (第26図・写真図版 9)

[位置・重複関係]ID6cグ リッドに位置している。検出面はⅢ層で、十和田 a火山灰をまば らに含む

黒色上の広がりとして検出した。

[規模・平面形・方位]北東辺4.23m、 南西辺4.10m、 南東辺4.30m、 北西辺4.20mの ほぼ正方形を呈す

る。床面積は約17.7♂である。主軸方向はW-5と°
一Nである。

[埋土]黒色土主体で構成され、十和国 a火山灰小ブロックの混入量によって 6層 に細分される。

[壁]壁高の残存値は22～ 41c14前後である。

[床面]ほぼ平坦であるが、北側はとくに貼 り床が厚いために、周囲より若干せ りあがっている。全体的

に非常にかたくしまってお り、特に中央部の土坑脇がガ リガ リに堅い。貼 り床は西側をのぞ く全面に施さ

れ、厚さは壁近くで12～ 23cm、 中央部で10～ 23cmほ どである。

[カ マ ド]】ヒ西壁辺に新旧ふたつのカマ ドを検出した。 ここでは新 しいほうのカマ ドを新カマ ド、古いほ

うのカマ ドを旧カマ ドとし、以後そのように記述する。新カマ ドは北西壁の北よりに構築されている。本

体は芯材 となる礫 を黒褐色土 と鈍い黄橙色粘土の混合土で覆つて構築されている。燃焼部 には 120×

1 80cm・ 厚さ3 9cmの 焼土が形成されている。煙道部は掘 り込み式で、壁辺か ら138cm外 方へ延びてお り、

底面は32Cの傾斜をもって下つている。旧カマ ドは新カマ ドの東隣に位置している。本体は残存しない。煙

道部は舎1り 貫き式の構造で、外側に向かって20° の傾斜をもって下る。煙出し孔は37× 39cmのほぼ円形を

呈し、深さ81cmで ある。

[壁溝]幅 16～ 24cm前後、床面からの深さ20～22cm前後で住居内を一周するものと思われる。

[柱穴・ピット]床面からピット1基 を検出した。規模は68× 82cm。 深さ38cmで 、ほぼ円形を呈する。遺

物は土師器甕片1点が出土している。住居に伴う貯蔵穴といつた性格のものと思われる。

遺物 (第27～28図・写真図版31)

カマ ド煙道～煙出しにかけて多くの遺物が出土した。旧カマ ドからは土師器甕片が1点 のみ出土した。新

カマ ド煙道～煙出し埋土にかけては土師器甕が5点、袖郡か ら1点 出土している。埋土中か らは土師器 J・TN片

2点 と甕片1点が出土した。床面ピット埋土か ら土師器甕片1点が出土している。

6号堅穴住居跡

遺構 (第29図・写真図版 10)

[位置・重複関係]HE2aグ リッドに位置する。検出面はⅢ層で、十和田 a火山灰を含む黒色土の広が

りとして検出した。調査前の試掘 トレンチによって南北方向の一部が削平を受けている。

[規模・平面形・方位]北東辺3.60m、 南西辺3.50m、 南東辺3.30m、 北西辺3.36mの ほぼ正方形を呈す

る。床面積は約11.8♂である。主軸方向はN-22° 一Eである。

[埋土]十和田 a火山灰ブロックを多量に含む黒色土～黒褐色土を主体 して構成され、十和田 aブロッ

ク・黄褐色土ブロックの混入量により19層 に細分される。全体 としてレンズ状の堆積状況を示し、自然堆

積であつたと推測される。

[壁]壁高の残存値は53～65cm前後である。南東壁上端が僅かに外方に張 り出し、テラス状を呈している。

[床面]ほぼ平坦で、全体的に非常に堅い。カマ ド周辺をのぞ く全面に掘 り方を持ち、小礫を含む褐色砂

質シル トで貼 り床されている。厚さは壁近くで 1 2cm、 中央で 8 cm程である。ほぼ中央部に76× 121cmの 範囲

で小礫を含み、特に堅く締まる箇所が認められた。南壁辺中央から十和田 a火山灰が約20× 60cmの扇状に
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卜 L=139.900m

5号住居内ピッ ト断面

1 10YR 21 黒色土 灰黄掲色 ブElッ ク(TO a火 山灰 )悽 かに合 む

'10YR 21 
黒色土 灰黄褐色ブロック(TO‐a火出灰 )少量混入

9 10YR 2′ 1 黒色土 灰黄掲色ブロック(To a火 山灰 )と の混合土

μ  L=140.000m

当

4 25VR α8橙焼 土 5 25YR53明 赤掲色焼土

6 5YR,6明 赤掲色焼土と黒掲色土の混合(汚 れた焼土)

7,OYR 774 鈍い黄橙±    8 10YR 5ね  鈍い責橙土 掲灰色土混入

9 10VR V2 灰黄掲色土    ,o loYR 3' 黒掲色土 凄tい黄掲色上混λ

,110YR Vl 黒掲色土 鈍い黄橙色土混入  1210YR 2之  黒掲色土

卜  L=139.900m

S号住居 カマ ド煙道断面

1 10YR y, 黒掲色土 焼土 ブロック混入

2 25YR,6橙 焼±      3 25YR α6袴～鈍い赤掲色焼土

1310YR 6お  明黄褐色土 黒褐・灰黄掲色土混

,410YR 52 灰黄掲色土 掲灰色土含む

,510YR 23 黒掲色土 鈍い黄掲色土合む

1610VR 3′ 1 黒掲色土 掲色土混入

17 75YR 9/1黒 褐色土 渇色土混入

18 75YR守 3褐色土 黒掲色■との混合土

1910YR 2′ 1 黒色土 鈍い橙色焼土混入

2010VR 2滋 黒掲色土 鋭い黄掲色土合む

21 75YR 2之 黒掲色土 鈍い責掲色土含む

22,OYR y, 黒掲色±  29 10YR 3 9 暗掲色

5号住居 カマ ド断面

1 10YR 4/2 灰黄掲色土 鈍い橙土含 む

夕10YR 4' 灰黄掲色土

3 iOYR 7盗  明黄掲色土

4 75YR 5rr鈍 い掲色土

5 5YR5′4 鈍い赤掲色娩■

6 5YRS′8 明赤掲色焼土 黒褐色上少曇含も

5号住居 日煙道断面

1 10VR 2/1 黒色土 明黄掲色土混入 (Ⅲ 層 )

つ 10YR 4″  灰黄掲色土 下位赤み強い (Ⅲ 層 )

a iOYR 21 黒色土 鈍い黄橙(To a火 山灰 )

ブロ ック少量混入

4 75YR2,黒 色土 鈍い黄橙 (T6a火 山灰 )

ブロック少長混入

5,OYR 2′ 1 黒色土 灰黄褐色土少畳混入

6,OYR 2′ i 黒色土 灰黄掲色土 との混合土

7 10YR ρ/1 黒色土 鈍い黄掲色土含む

8 10YR48 3tい 黄掲色土 黒色土含む

9 10YR 21 黒色土 鈍い黄橙(To a火 山灰)ブ ロック

5号竪穴住居跡

-33-

L=139900m

5号住居 カマ ド断面

1 10YR 7/6 明黄掲色土

p iOYR Э/1 黒掲色土鈍い黄程土 との混合土

3 10YR 3/3 暗掲色土

4,OYR 4β  鈍い責掲色土明赤掲・ 橙焼±含 む

5 25YR6お 橙焼土

6 25YR5お 明赤掲色焼土

7 10YR1 71黒 色土 明赤褐色焼土含 む

0      刊 :50     2m

T8

第26図
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第27図  5号堅穴住居跡出土遺物①
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No 出土地点 簿 箱 ・ 黒 語 長 さ(cm) 幅(cm) 厚 さ (cm〕 重量 (9) 備 考

5号住 床 面 鎌 1

11 5号住 床面 磨 石 石 質 :安 山岩

5号堅穴住居跡出土遺物②
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当

トーL=140.500m 剣

0        1 :50       2m

6号住居断面

1 10YR,7れ 黒色土
2 25YR6′ 4 にぶい黄色土 (イoa火山灰)

3 10YR ρ′, 黒色上 にバい黄色土 (To‐a火 山灰)含む

4 75YR,4掲 色上
5 10YR 2′ 1 黒色土と掲灰色土との混合土

6 10YR 2を  黒掲色土 にぶい黄色土 (To a火 山灰)掲色粒含む

7 10YR 213 黒掲色土 直径3cm程の灰責色上 (To a火 山灰)フ ロック含む

0 10YR 2/2 黒掲色土と灰黄色土 (To a火 山灰)の混合土

9 25VR5′ 3黄褐色 (To‐a火 山灰 )

,010YR 22 黒褐色土と黄掲色土 (To‐a火山灰)の混合土 掲色上ブロック含む

11 10YR 21 黒色土
12 10YR 2/2 黒掲色土 黄褐色土 (To a火 山灰)ブ ロック含む 下層に炭化物合む

13 25VR 3/2黒 掲色土 黄掲色土 (To a火 山灰)ブロック含む 粘性あり

14 10YR 2/3 黒褐色土 掲色粒含む

程 |:予骨署ち 量福色圭 憂緒暫里勇乳亀臭亀浅)跨甜 ウ暦返 梶 巳上?真ヒ土含む

17 10YR yl 黒掲色上と黄掲色土 (To a火 山灰)の混合土

13 10YR 2ね 黒褐色上
19 10YR 3ね 暗掲色土 褐色土フロック含む

20 10YR 4/4 褐色砂質ンル ト 粘性あり (貼 り床)

6号住居 煙道・カマド断面

7 5YR 4r6褐色焼土

7 5YR S/8明褐色焼土

10YR 22 黒掲色土 掲色焼土含む

,OYR 3′1 黒掲色上 灰黄掲色土 (To a火 山灰)含 む

10YR y4 暗掲色絹上 黒掲色土・焼成を受けて脆くなった土器 礫を合む

6 10YR 21 黒色土

フ,OYR 312 黒掲色土しまりあり

8 25YR6之 灰黄色土 黒掲色土含む

9 10YR l,1黒 色土

10 10YR 414 掲0上 しまりあり

11 10VR3/1 黒掲色土 掲色焼土含む

12 iOYR 5た にぶい黄褐色th土

19 10YR ρ′1 黒色土 しまりあり

14 10YR 21i 黒色土 掲色焼土・砂粒含む

,510YR yl 黒掲色土 明褐色焼土ブロック含む

o        l :25       1m

6号堅穴住居跡
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第30図  6号堅穴住居跡出土遺物

出土地点 器種 長さ(cm) 幅(cm) 厚 さ(cm) 重量 (q) 備 考

11 6号住 埋土 刀子 ? 55 01

11 6号住 床面 鉄 滓 1200 写真のみ掲載 重量 は 2ケ 分
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観察された。

[カ マ ド]北東壁中央東よりに位置する。残存状態は悪 く、大礫と土器片、鈍い黄褐色粘土が一部に認め

られるのみである。大礫や土器片を芯材に用い、その上を粘土で覆つて構築されたものと考えられる。

[壁溝]確認できなかった。

[柱穴・ピット]確認できなかった。

遺物 (第 30図・写真図版32)

残存状態の良好な住居跡であったが遺物の出土量は少ない。カマ ドから土師器の都片 1点、甕片3点が出

土した。床面からは鉄滓 2点、埋土中からは刀子状の鉄製品1点が出土している。

7号竪穴住居跡

遺構 (第31～ 32図・写真図版 11)

[位置・重複関係]Ⅳ F3 bグ リッドに位置する。検出面はⅢ層で、十和田 a火山灰をまば らに含む黒色

土の広が りとして検出した。調査区東側 と西側が近年ホップ栽培を行つた際の添え木による撹乱を受けて

いる。

[規模・平面形・方位]北東辺5,10m、 南西辺5,40m、 南東辺5,88m、 北西辺5.63mの ほぼ長方形を呈す

る。床面積は約30.2♂ である。主軸方向はW-31° 一Nである。

[埋土]黒IfB色土を主体として構成され、上位には黒色土、下位には十和田 a火山灰小ブロックを含む黒

褐色土が堆積する。第 4層 に先述の火山灰とは様相の異なる黄褐色火山灰ブロックが認められた。

[壁]壁高の残存値は31～ 52.9cmで ある。

[床面]全般に凹凸があり、カマ ドの前の北西部分は大きく凹むような様相を呈する。全体に人頭大の礫

が散乱 している。南側壁よりに火熱を受けて赤変 した礫が認められた。カマ ド周辺を除く全面に掘 り方を

持ち、黒褐色土を主体 として貼 り床されている。厚さは壁近くで 8～ 23cm、 中央部で12～ 1 7cm程である。

[カ マ ド]カ マ ドは北西壁の中央部に構築されている。カマ ド本体の残存状況はきわめて悪い。袖部・燃

焼部ともほとんど残つてお らず、カマ ド周辺部か ら拳～手のひら大の礫数個が、赤色の粘土とともに認め

られた。 これらの礫が芯材として用いられていた可能性がある。

[壁清]壁溝は一周するものと思われ、幅10～ 22cm、 深さ8.9～ 21.5cmほ どである。

[柱穴・ピット]柱穴は 5個検出した。深さは21～ 47cal前 後で、底面は地山の砂質シル トまで掘 り込ん

でいる。柱穴壁面～底面に接して大礫を認めるものがあり、根固め石 として設置されてあったものと考え

られる。北西側にも柱穴があることが想定されたが、地山深くまで及んだ撹乱をクリーニング後も痕跡を

認めることができなかった。ピットは 6基検出した。規模は、 Plが 150× 3 1 0cm・ 深 さ3 7cm、 P2が

83× 190cm。 深さ42cm、 P3が52× 62cm・ 深さ45cm、 P4が81× 97cm・ 深さ28cm、 P5が60× 79cm・ 深

さ30cm、 P6は 90× 150cm・ 深さ37cmである。

遺物 (第33図 。写真図版33)

カマ ドの残存状況が不良であるため、カマ ドか ら出土した遺物はない。カマ ド周辺～床面にかけて土師

器の甕片2点が出土 している。カマ ド前の土坑か らは小形鉢片 1点、甕片 1点が出土 した。また、第33図

117の小形鉢と119の甕が 6号住埋土出土の破片とそれぞれ接合した。
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第31図  7号堅穴住居跡①
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卜  L=141.600m

卜  L=141600m

卜  L=141200m

?ブ ロック含 む

?ブ ロ ック含 む

7の混合土

7の混合土

,と 黒色土 フロック含 む

IIS性 あり

砂礫 含む

黄掲色上 フロック含 む

7号住居断面

iOYR 23 黒掲色土 掲色粒合む

7 5YR 21黒色土

,OYR 2ね 黒掲色土

iOYR 213 黒掲色土黄掲色土 (火山灰)?含む

iOYR 3海 皓掲色上 にぶい黄色土 (To a火 山灰)

10YR 2ρ 黒掲色上 にぶい黄色土 (To a火 山灰)

10VR 3′ 3 暗褐色土とにぶい黄色土 (To a火 山灰)

,OYR V4 皓褐色土とにぷい黄色土 (To a火 山灰)

,OYR 212 黒掲色土 にぶい黄色土 (To～a火 山灰)

10 10YR 32 皓褐色土 掲色粒含 む

11,OYR 2′ ρ 暗褐色土

12,OYR 31ρ  黒褐色上 にぷい黄色土 (To‐a火 山灰)?ブ ロ ノク合 む

i310YR,2 黒掲色上 下層に黄掲色土合む

14 10YR 242 黒掲色土

15 10YR 312 黒掲色土 上層ににぶい責色土 (To a火 山灰)?ブ ロック含 む (貼 床埋土 )

16 10YR 3re 皓掲色 ンル ト (P6埋 土 )

当

7号住居 カマ ド煙道断面

1 75YR5′6明 掲色焼土

2 25YR6た にぶい黄色粘土

3 5YRS6 明赤掲色焼土

4 5YR4お  赤褐色焼土 暗掲色土 フロック合む

5 75YR y4暗掲色土 と赤掲a焼土 と朗掲色焼上の混合土

6 10YR,4 掲色土 黒色土含 む

7 10YR 5/6 責掲色焼上

8 75YR5お 明掲色焼土

9 10YR 3J2 黒褐色土 掲色土含 む

10 10YR守 3 にぶい黄色土

11 10VR2′ 1 黒色土 赤掲色焼土合む

,ρ 10YR 4/2 灰黄褐色土 粘性あり

1310YR 3 4 皓掲色土 黒掲色土合 む

1410YR 3 3 贈褐色土 明掲色焼土合む

15,OYR 4/4 掲色土

1610YR 3/1 黒帽色上  にぶい黄色土 (To‐a火 山灰 )?ブ ロ ノク含む

1710YR 3/2 黒掲色土 (Ⅲ 層)掲色粒含 む

1810YR 2′ 3 黒掲色土

19 10YR 2′ 3 黒掲色土

20 10YR 2/2 黒褐色土 褐色粒含む

21 10YR ρ′1 黒色土

2210YR 2′ , 黒色上 掲色土含む

23,OYR 3 2 黒褐色土  しまりあり

24,OVR 3/4 晴掲色土

2510YR 22 黒掲色土 黒と粒含 む

2610YR 3 9 晴掲色土 掲色土 フロック含む 黒色上下層に含 む

7号住居 ビッ ト群

,OYR 2/1 黒色上 に本い黄色土 (To a火 山灰 )?ブ ロック含む

10YR 4お 掲色土

IOYR 3′ 2 黒掲色上 にぶい黄色土 (To a火 山灰)?ブ ロック含む

,OYR 9′ i 黒掲色土 にぶい黄色土 (To a火 山灰 )タ ブロック含む

10YR 9′ 2 黒掲色土 と褐色土の混合上  にぷい責色土 (イoa火 山灰),フ ロック含も

,OYR y2 黒掲色土 掲色土含 む

10YR,1 黒掲色土

・＝

8 10YR32 黒掲色土

9 10YR 312 黒掲色土

iO iOYR 41S 掲色土

11 10YR 4/6 掲色土

12,OYR V6 褐色土

,310YR 3′ 3 暗褐色■

14 10YR y3 艦掲色土 砂礫含む

1510YR y4 黒掲色土と黒色土が葉離状に堆積

L=141.200m

卜   れ
P5

7号住居P5

,10YR ρ/1 黒色シル ト

2 10YR 3之  黒掲色シル ト

3,OYR 4/4 掲色■

にぶい責色■ (To a火 山灰)

炭含む

,フ ロック含む

o        l :25 lm

7号堅穴住居跡②
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8号堅穴住居跡

遺構 (第34～35図・写真図販 12)

[位置・重複関係]ID8gグ リッドに位置する。検出面はⅢ層で、十和田 a火山灰ブロックを含む黒色

土の広が りとして検出した。

[規模・平面形・方位]北東辺4.03m、 南西辺3.94m、 南東辺4.48m、 北西辺4.30mの ほぼ正方形を呈す

る。床面積は約17.5ポ、主軸方向はN-24° 一Eである。

[埋土]おおむね2層 に大別され、上位は十和田 a火山灰ブロックを含む黒褐色土、下位は十和田 a火山

灰ブロックを含む黒色土主体で構成される。

[壁]壁高の残存値は32～46cm前後である。

[床面]ほぼ平坦で、南東側に一部堅い個所が見 られる。全面に掘 り方をもち、黒褐色土を主体 として貼

り床されている。厚さは壁近くで11～ 32cm、 中央では 9 cmで ある。床下シル ト面に緩やかな凹凸が認めら

れる。

[カ マ ド]】ヒ壁東よりと西壁中央部から新旧ふたつのカマ ドを検出した。新カマ ドは北壁の東よりに構築

されている。本体は芯材となる礫を褐色粘土で覆つて構築されている。燃焼部には60× 60cm、 厚さ10～

1 4cmの焼土が形成されている。煙道部は掘 り込み式の構造で、壁か ら120cm外方に延びてお り、底面は約

13° の角度で緩やかに下る。旧カマ ドは西壁中央部に位置 している。本体は残存せず、燃焼部焼土のみが

48× 58cm・ 厚さ 6～ 8 cmの 範囲で認められる。煙道部は奢」り貫き式の構造で、外側に向かって 18° の傾斜

をもって下る。煙出し孔は37× 39cmの ほぼ円形で、深さは81cmで ある。

[壁溝]幅 12～ 3 1cm前後、床面からの深さ6.3～ 18.5cm前後で住居内を一周するものと思われる。

[出入 り口?]東壁中央に接した、85× 137cmの 方形状の範囲で床面が特に堅く締まる箇所が確認された。

また、この部分の床面は深さ32cmに わたって掘 り込まれてお り、特に厚 く貼 り床が施されていた。

[柱穴・ピット]東壁に近接 して32× 38cm・ 深さ20cmの 小ピット(PPl)と 、径 1 5cm、 深さ20cm程度の小

柱穴(PP2)を検出した。PP2は 出入 り口状の施設に伴う可能性がある。

遺物 (第36～ 38図・写真図版33～ 34)

旧カマ ド煙道部～燃焼部にかけて比較的多くの遺物が出土した。内訳は土師器杯片1点、甕片7点である。

新カマ ドか らは完形の上師器 lThが 1点、磨石が1点、甕片2点が出土した。 このうち第36図 122の土師器ロ

クロ甕が6号住居カマ ド構築材の破片と接合した。不と磨石はカマ ド支脚で、磨石の上に郭を覆い被せて用

いていたものと思われる。床面からは土師器甕片 2点が出土した。 このうち第37 図133の甕が、6号住居

カマ ド構築材の破片 と接合 した。埋土中か らは土師器の甕片4点、小形鉢片 1点、須恵器甕片2点、長頚

壺 ?片 1点が出土している。

9号堅穴住居跡

遺構 (第 39図・写真図版 13)

[位置・重複関係]EElbグ リッドに位置する。検出面はⅢ層で、十和田a火 山灰を全体に含む黒色土

の広が りとして検出した。

[規模・平面形・方位]東辺2.52m、 西辺3.03m、 南辺2.08m、 北辺2.60mの ほぼ正方形を呈する。床面

積は約6.5ぽ 、主軸方向はW-81° 一Nである。

[埋土]検出面か ら床面直上まで十和田 a火山灰小ブロックを含んだ黒色土の堆積がみられる。堆積の状

況は不明である。
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引

当

〒

8号住居跡断面

1 10YR 3/1 黒掲色土

2 10YR 3′ 1 黒掲色土  にぶい黄色土 (To a火 山灰)フ ロック含む

3 10YR 2/, 黒色土 にぶい黄色土 (To a火 山灰)フ ロ ノク含 む

4 10YR 2之  黒掲色土 にぶい黄色土 (To a火 山灰)ブ ロック含む

5 10YR 2/2 黒掲色土

6,OYR 2之  黒掲色土 褐色土す じ状に合む

7 2SYR 614 1こ 本い黄a土 (To a火 山灰 )

8,OYR 21 黒色土

9,OVR 2胞  黒掲色土

10,OYR 5お  黄掲色土

11 10VR 2′ 1 黒色土 掲色粒含 む (貼 り床 )

12 10YR 4/3 にぶい黄色土 と黒色上の混合土 (貼 り床 )

0        1 :50       2m

第34図  8号堅穴住居跡①

L=140100m
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卜 L=140100m

卜_L=‖ 39000m

8号住居西lalヵ マ ド(日 )煙道断面

卜  L=139800m

10YR y6 黄掲色焼土

iOYR 5お  黄掲色焼土

5YR 4お  赤掲色土

5YR3/4 賭赤褐色土

10YR 22 黒掲色土 責褐色焼上ブロック含む

10YR μl 黒色土 責掲色焼土フロック含む

10YR y4 暗褐色土

当

10YR 3r2 黒褐色土 (Ⅲ 層)掲色粒含む

9 10YR 3′ ρ 黒褐色土 掲色土ブロック合む

1010YR 3/1 黒掲色土 掲色粒含む

1,10YR 2′ , 黒色土 上層に掲色上混入

1210Y白 3“ 皓掲色上 にぶい責色土 (To a火 山灰)ブ ロ ック含 む

,3 2 5YR,4に ぶい責色土 (To‐a火 山灰 )

,410YR 22 黒掲色土

15,OYR 21 黒色土 上層ににぶい黄色土 (Toィa火 山灰)ブ ロック含 む

16,OVR 3Z 暗掲色土 とにぷい責色土 (To a火 山灰)の混合土

17 10YR yl 黒褐色土 にぶい黄色土 (To a火 山灰)フ ロック含む

18 iOYR 2/1 黒色土

1910YR 2′ 2 黒掲色土

20,OYR V6 褐色土

21 10YR 21 黒色土 掲色土す じ状に含 む・ 砂礫含 む

22 10YR 6J8 明黄掲色シル ト

2910YR 3β 皓掲色土

24 10YR 3/3 晴褐色土 責掲色焼土 ブロック含 む

2510VR 3′4 皓褐色土 黄掲色焼土 ブロック含 む

8号住居北側カマド(新 )煙適断面

1 10YR4お  褐色土

2 10VR 4/6 掲色土と明赤掲色焼上の混合土

3 25YR5′8明赤褐色焼土

4 10YR″ 6 明黄掲色焼土

5,OYR 3/4 '完黄橙色焼土

6 25VR4/8赤 褐色焼土

7,OYR,1 掲灰色土

8,OYR 2ρ  黒掲色土

9 10YR 3′ 3 皓掲色土

10,OYR 414 褐色土 黄掲色粒含む

11 10YR5T6 黄掲色上 しまりあり

12 10YR,4 掲色土 黒色土混入

,3 10YR 3/1 黒掲色土 掲色土含む

14 10YR 3′

' 
黒掲色■

15 10YR 5′6 黄掲色焼土

16 75VR,8明 掲色焼土

17 7 5VR 5J6明 掲色焼土 黒掲色上ブロック含む

18 7 5YR 6J8橙 色焼土

19 10VR 22 黒掲色土 橙色焼土ブロック含む

20 10YR 2, 黒掲色土 黄掲色粒合む

o        l :25       1m

8号堅穴住居跡 ②
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第36図  8号堅穴住居跡出土遺物①
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0       1 :3     10cm

No 出土地点 器 種 長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(Cm) 重量 (9) 備 考 石 質

8号住 新カマ ド支脚 磨 石 101 56 8000 ヒ ン 岩

() :推 定値 残 存

第37図  8号堅穴住居跡出土遺物②
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第38図  8号堅穴住居跡出土遺物③
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0        1 :50       2m

と

9号住居断面

iOYR 32 黒掲色土 にぷい責掲魯土含む

10YR 30 皓掲色土 灰黄褐色土 (To a火 山灰 )

,OYR 313 皓褐色土と灰黄掲色上 (To a火 山灰 )

10VR 2′ ρ 黒掲色土 灰責掲色土 (To a火 山灰)

,OYR 3′ 2 黒掲色土 黄掲色焼土フロック含む

10YR 3μ 暗掲色土 黄掲色焼土フロック含む

10VR 4/6 褐色土

iOYR yl 黒掲色土 灰責掲色土 (To a火 山灰 )

ブロック含む

の混合土

フロック含む

ブロノク含む

③

ＰＰ‐
卜 L=140,400m

卜 L=140400m

9号住居北lgヵ マド(新 )断面

10YR,6 黄掲色焼土

5 YR 513 明赤褐色焼士

10VR 2′ 1 黒色土 粗砂含む

10YR 2氾 黒掲色土

10YR 3′ 1 黒掲色土 炭化物 黄褐色焼土ブロック含む

,OYR 2′ 1 黒色土 掲色粒含む・黄色掲色焼土ブロック合む

10YR 9ん 暗掲0土 黄褐色焼土ブロノク含む

当

トーL=140.400m

9号住居東側 カマ ド(日 )断面

10YR 2′

' 
黒色■ (11層 )

10YR,2 黒褐色上 (‖層)掲色粒含む

10VR 3′ 1 黒掲色上 黄掲色粒含む

,OYR 2? 黒掲色土 明黄掲色焼土ブロック含 む

10VR 2' 黒掲色土

10YR 3r4 皓掲色土 褐色焼土ブロック含 む

・ 下層に黒色土す じ状に合 む

0        1 :25

判

lcm

9号堅穴住居跡
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第40図  9号堅穴住居跡出土遺物
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[壁]壁高の残存値は 7～ 1 7cm前後である。

[床面]全般に平坦で堅緻である。

[カ マ ド]北壁と西壁に新旧ふたつのカマ ドを検出した。新カマ ドは北壁の東よりに構築されている。本

体は礫を芯材とし、その上を黄褐色粘土で覆つて構築されている。燃焼部には61× 77cm、 厚さ 7～ 1 lcmの

焼土が形成されている。煙道部は掘 り込み式の構造で、壁から105cm外方に延びてお り、底面は約30° の傾

斜を持って下る。旧カマ ドは西壁やや北よりに構築されている。本体は残存しない。煙道部は今より貫き式

の構造で、外側に向かって 18° の傾斜をもって下る。煙出し孔は28× 31cmの ほぼ円形で、深さ65cmである。

[壁溝]壁溝は確認できなかった。

[柱穴・ピット]柱穴は床面か らは確認できなかったが、西壁か ら14cmは なれたところに24× 27cm。 深

さ44cmの 円形を呈する柱穴状小ピットを検出した。埋土は十和田 a火山灰をブロック状に含む黒色土であ

る。埋土か ら甕片 1点が出土した。

遺物 (第40図・写真図版35)

削平された住居跡であるため埋土からの遺物は少ない。旧カマ ド煙道埋土からは土師器甕片1点のみが出

土した。新カマ ドか らは土師器甕片2点、煙出し孔からは土師器甕片1点が出土 している。 このうち第40図

145の甕片が、8号住居埋土から出土した破片と接合している。埋土中か らは土師器の甕片1点 のみ出土 し

た。また、住居西方の柱穴埋土から土師器甕片 1点が出土している。

10号堅穴住居跡

遺構 (第41図・写真図版 14)

[位置・重複関係]IC6cグ リッドに位置する。3号竪穴住居跡の床面より、十和田 a火山灰を全体に

含む黒色土の広が りとして検出した。3号竪穴住居跡と北一東辺を同じくして重複し、 これにより全体を削

平されている。

[規模・平面形・方位]北東辺4.00m、 南西辺3.84m、 南東辺3.68m、 北西辺3.50mの ほぼ正方形を呈す

る。床面積は約14ポ、主軸方向はW-22° 一Nである。

[埋土]3号堅穴住居構築時に人為的に埋め戻されたものと考えられる。十和田 a火山灰ブロックと明黄

褐色焼土ブロックを含む黒色土を主体としてお り、上位に堅くしまる箇所が認められる。

[壁]3号 竪穴住居構築時にほとんど失われている。壁高の残存値は17～ 18cm前後である。

[床面]全般に平坦でしまっている。東側で142× 1 96cmの 不整形に堅くしまる範囲を確認した。貼 り床

は全面に施され、厚さは壁近くで 7～ 1 5cm、 中央部で10cmほ どである。

[カ マ ド]北西壁の北よりに構築されている。カマ ド本体は粘土質の責褐色土で構築されているが、3号

竪穴住居跡により上部を削平されているため、残存状態は不良である。燃焼部には46X51 cm。 厚さ 9 cmの

焼上が形成されている。煙道は割 り貫き式の構造を呈するものと思われ、煙出し孔に向かって急斜度に深

く掘 りこまれている。煙出し孔は壁から50cm離れたところにつくられ、33× 40cmの円形で、残存する深さ

は41cmである。

[壁溝]壁清は一周するものと思われ、幅 9～ 20cm、 床面からの深さ9,5～ 11.Ocmほ どである。

[柱穴・ピット]カ マ ド脇よリピットを1基検出した。 (Pl)規模は60× 67cm・ 深さ10cmで ある。

遺物 (第42図・写真図版35)

3号住に上部を削平されているため、出土遺物量は少ない。床面からは土師器会片6点が出土している。

カマ ド脇のPl埋土上部から土師器甕片 2点が出土した。
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ギL=刊 39300m
卜  当

ヤ Pl
10号住居内ビット断面

1 10YR 9′1 黒褐色土 掲色土・炭化物ブロック含む

農 L封 39,300m名

イ

3号住居柱穴

iO号住居煙道積断面

1 10YR2′ 1 黒色土

S卜 1/25

明掲色焼土ブロック

酪
舶
催

卜
軸

にぶい黄橙土 (To a火 山灰)合む

黄褐色砂質シル ト 黒色土合む

黒色土と,oYR516 黄褐色砂質シル トの混合土
掲色上ブ

Ｅ
ｏ
ｏ
卜
．ｏ
ｏ
ｒ＝
劇
ＩＩ里

Ｅ

ｏ
ｏ
卜

の
Φ

ｒ
＝
コ

ー
コ
一

al_Ю 6d

ド生_L=139。 400m

卜 L=139.400m

オ1群骨:桝 憂壁 雛悲餅,解二→駿 (i韻竜怠
む

a10YR 21 黒色土 明黄掲色焼土ブロック含む
4 10YR 616 明黄褐色焼土
5 10YR 44 掲色土砂質シルト 黒色土含む
6 10VR 58 黄掲色土砂質シルト
7,OYR 3,1 黒掲色土 掲色土含む 粘性あり
8,OYR 33 陪褐色土 掲色土含む 粘性あり
9 10YR 34 皓掲色土 掲色粒含む
107 5YR 5 8明 掲色焼土
11 5YR3r4 赤掲色幾土
1210YR 22 黒掲色土 明掲色焼土ブロック・にぶい責橙土 (To‐ a火 山灰)合む
le 10Y日 ?′1 黒色上 にぶい黄裕土 (To a火 山灰)含む
14 10YR之′, 黒色上 にぶい費橙土 (To a火 山灰) 明黄掲色焼土ブロック含む
15 10YR 314 皓褐色土 にぶい黄橙土 (To a火 山灰)掲色粒含む
1610YR 98 皓掲色土 にぷい黄橙土 (To a火 山灰)赤 掲色焼土含む
1710YR 58 黄褐色砂質シルト 黒色土フロック含む
,010YR 22 黒掲色土 掲色土すじ状に含む

10号居 断面・ 貼床

1 10YR21 黒色上 にぶい黄橙主 (rO a火 山灰)・ 明責掲色焼土フロック含む
?,OVR O′ 1 黒掲色土とにぶい費橙土 (イoa火山灰)の混合土
3,OYR ρ/1 黒色土 褐色土合む
4,OYR 2r2 黒掲色土 掲色土含む 明黄掲色 明掲色焼土ブロック含む
5,OYR 211 黒掲色土 しまりあり pq黄掲色・明掲色焼土ブロック含む
6 10YR 22 黒掲色と しまりあり 黒色土含む
フ,OYR SP4 にふい黄掲色 明掲色焼土・炭 燒成を受けてもろくなった礫含む
8 10VR 2′ 1 黒色土

9 10YR era 暗掲色土
10,OYR 2′ 1 黒色土 掲色粒合む しまりあり

0        1 :50       2m

当

卜  L=139.400m

0        1 :25       1m

当

第41図  10号堅穴住居跡

襲
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0       刊 :3      10cm

10号堅穴住居跡出土遺物
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(2)掘 立 柱 建 物 跡

1号掘立柱建物跡

遺構 (第43図・写真図版15)

[位置]調査区北端 IB7eグ リッドに位置する。検出面はⅣ層にあたる褐色シル ト面で十和田a降下火

山灰を含む黒IBJ色シル トのプランとして検出した。北西側は削平のため、柱穴を検出できなかった。

[規模 。構造・方向]北西―南東 5。7m2間、南西一北東3.6m2間の建物である。建物方向は北西―南東

でW-21° 一Nである。  .
[柱配置・柱間]柱配置は全体としては長方形をなしているが、北側は柱穴が検出されておらず不明であ

る。柱間はPl―P2:2m、  P2-P3:2.8m、  P4-P5:2.06m、  P5-P6:2.93m、  Pl― P

411.22m、 P2-P51■ 24m、 P3-P6:■ 5mで、ばらつきが多く、西側は柱間が狭くなる。

[据 り方・柱痕]柱穴は径22～ 32c14の 円形を呈し、深さは14～ 20cmである。掘り込みは全体に浅い。柱

痕は明確でなく、ほぼ掘り方と同規模であったと考えられる。埋土はすべて十和田 a火山灰をブロック状

に含む黒色土主体で構成される。

遺物 出土遺物はない。

時期 時期を決定できるような遺物を欠き、詳細は不明であるが、周辺部から検出された竪穴住居跡と埋

土の状態が類似することから、当遺構もこれらと同時期の可能性が高い。

柱穴観察表 (cm)

Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7

長軸 X短軸 27× 26 26× 26 24× 24 24× 23 33X32 25X24 24× 23

深 さ 20 18 16 14 18 17 18
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1号堀立柱建物跡
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第43図  1号堀立桂建物跡
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(3)土坑

1号土坑

遺構 (第44図・写真図版 15)

〔位置・重複関係〕 IB6gグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

〔規模・平面形〕開口部径122× (56)cm、 底部径74× (37)cmの楕円形を呈する。深さは最深部で24cmであ

る。東半部が調査区域外にかか り、東西方向の規模は残存値である。埋土は5層 に細分され、黒色土主体で

構成される。下位に十和田 a火山灰の小ブロックを含む。

〔出土遺物・時期〕遺物は出土していない。時期は埋上の状況か ら判断して平安時代である可能性が高い。

2号土坑

遺構 (第44図・写真図版 15)

〔位置・重複関係〕 IB81グ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

〔規模・平面形〕開回部径 (216)× 42cm、 底部径 (206)× 32cmの長楕円形を呈する。深さは最深部で

32cmである。南西部が調査区域外にかか り、北東―南西方向の規模は残存値である。埋土は 2層 に細分さ

れ、十和田 a火山灰を含む黒色土主体で構成される。

〔出土遺物・時期〕遺物は出土していない。時期は埋上の状況から判断して平安時代の可能性が高い。

3号土坑

遺構 (第44図・写真図版 16)

〔位置 。重複関係〕 IB8fグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

〔規模・平面形〕開口部径 198× 129cm、 底部径 167× 129cmの楕円形を呈する。深さは最深部で29cmで

ある。埋土は 5層 に細分され、黒色～黒褐色土主体で構成される。埋土上位に十和田 a火 山灰小ブロック

を含む。底面には52× 60cm・ 層厚 1 7cmの 焼土が形成されている。

〔出土遺物・時期〕遺物は出土していない。時期は埋上の状況から平安時代の可能性が高い。

4号土坑

遺構 (第44図・写真図版 16)

〔位置 。重複関係〕 IC4hグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

〔規模・平面形〕開口部径222X(115)cm、 底部径148× (86)cmの楕円形を呈する。深さは最深部で33cmで

ある。埋土は11層 に細分され、十和田 a火山灰小ブロックを含む黒色土主体で構成される。

底面には(10)× 33cm・ 深さ 9 cmの焼土が形成されている。

〔出土遺物・時期〕埋土中から土師器甕片が5点出土 している。時期は出土した遺物や埋土の状況から平

安時代の可能性が高い。

5号土坑

遺構 (第45図・写真図版 16)

〔位置・重複関係〕 I D7aグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

〔規模・平面形〕開口部径258× 206cm、 底部径201× 136cmの楕円形を呈する。深さは最深部で44cmで

ある。埋土は 9層に細分され、十和田 a火山灰小ブロックを含む黒色土主体で構成される。
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1号土坑 lR 2号土坑

4号土坑

TB

Ｂ８ｉ
十

∵
2号土坑

1 10YR 6J3 ftい 黄橙 (To a)と 黒色■の混合土

2 10YR l,1 黒色土

上A

キ
‐Ｃ５ｉ

‐Ｂ９ｆ
＋ 呵

TB

娼

十旧6g

い_L=137400m 鶉

3号土坑

止

P_L=138.400m

ド_L=138300m 咄

3号土坑焼土

1,OYR 313 暗掲芭土

2 5YR46 赤掲色焼土

3,Oγ R 02 灰黄掲色土 (To a)と 鋭い黄色褐色■の混合土

1号土坑

1 10YR17′ 1 黒色上 loYR 613 3tい 黄橙土合む

2 10YR17′ 1 黒色土

3 10VR,71 黒色上 砂含む

4 10YR17′ 1 黒色± 10Y白 414 掲色土含む

5,OYR,″ 1 黒色上 自色粒 (To a)含 む

3号土坑

1 10YR1 7′ 1 黒色土

2,OVR 3/1  黒掲色土

3 10YR 3/1  黒掲色土 白色粒 (To a)含 む

4 10YR 21  黒色土

5,OYR働 2  黒掲色土

軸

第44図  1～ 4号土坑

い一 L=140.200m

4号土坑

1 10YR 2′1 黒色土 灰黄掲色土(To a)含む

2 10YR 2′ 1 黒色土 と灰黄掲色土(TO a)の混合土

3 75YR 21 黒色土 灰黄褐色土(Tb a)含む

4 7 5YR 2rl 黒色土 と灰黄掲色土(To a)の 混合土

0        1:40       2m

5 10YR 21 黒色土

6,OYR 5/2 黒色土 灰黄掲色灰 (To‐ a)

7 10VR 92 灰黄褐色～掲灰 (To a)

8 75YR5/6明 掲色土

S=1/20
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底面に38× 1 04cm。 深さ14claの 焼土を伴っている。

〔出土遺物・時期〕埋土中から土師器甕片が1点出土した。時期は出土した遺物や埋上の状況から平安時

代の可能性が高い。

6号土坑

遺構 (第45図・写真図版16)

〔位置・重複関係〕 IC6iグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

〔規模 。平面形〕開日部径237× 232cm、 底部径197× 1 70cmの 楕円形を呈する。深さは最深部で25cmで

ある。埋土は 9層 に細分され、十和田a火山灰小ブロックを含む黒色土主体で構成される。

〔出土遺物・時期〕埋土中から土師器甕片3点が出土した。時期は埋土の状況から平安時代の可能性が高い。

7号土坑

遺構 (第46図・写真図版17)

〔位置・重複関係〕 EE7cグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

〔規模 。平面形〕開口部径131× (58)cm、 底部径117× (48)cmの 楕円形を呈する。深さは最深部で35cmで

ある。西半部が調査EXl域外にかかっており、東西方向の規模は残存値である。埋土は 6層 に細分され十和

田a火山灰の小ブロックを含む黒色～黒褐色土主体で構成される。

〔出土遺物・時期〕遺物は出土していない。時期は埋土の状況から平安時代の可能性が高い。

8号土坑

遺構 (第46図・写真図版17)

〔位置 。重複関係〕ⅢE4fグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

〔規模 。平面形〕開口部径146× (52)cm、 底部径120× (39)cmの 楕円形を呈する。深さは最深部で59clnで

ある。西半部が調査区域外にかかっており、東西方向の規模は残存値である。埋土は12層 に細分され、十

和田 a火山灰小ブロックを含む黒色～黒褐色土主体で構成される。

底面には26× (18)cm。 層厚10cmの灰が形成されている。

〔出土遺物・時期〕遺物は出土していない。時期は埋上の状況から平安時代の可能性が高い。

9号土坑

遺構 (第46図・写真図版17)

〔位置・重複関係〕ⅣE2jグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

〔規模・平面形〕開田部径180× 123cm、 底部径164× 104cmの楕円形を呈する。深さは最深部で1 8cmで

ある。埋土は6層 に細分され、十和田 a火山灰ブロックを含む黒褐色土主体で構成される。

底面には67× 68cm。 層厚 9 cmの焼土が形成されている。

〔出土遺物・時期〕埋土上部より鋤先が出土している。時期は出土した遺物や埋土の状況から平安時代の

可能性が高い。
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5号土坑
P_ L=刊 40.000m

雌 L=140.000m

μ

津_ L=140,200m

5号土坑

1 10VR 21 黒色土 掲灰色と少量含む

2,OYR 21i 黒色土 自色火山灰(To a)周七物ブロック含む

3 10YR 2/1 黒色上 自色火山灰(To a)僅かに含む

4 10YR 2,1 黒色土

5,OYR 6r2 灰費掲色土 灰多量に合む

6 10YR 21 黒色土 楊色シルト・掲灰・明糧色焼とが混入する

7 iOYR 21, 黒色土 上部に掲灰色灰少量含む

8 10YR 21 黒色土掲灰色灰 オレンジがかった肌色の灰混入

9,OYR 2Tl 黒色土中火山灰少量含む

鶉

れ

5号生坑焼土

1,OY日 5′1 掲灰色灰

2 7 5YR 616橙 焼土と灰白色灰の混合土

3 7 5YR 616惜 焼土 灰自色灰少豊

4 10YR 511 掲色灰と橙焼上の混合土 炭イし物含む

5 10VR 5rl 掲色灰と灰白色灰の混合土

6 iOYR 21 黒色土

7 75VR2'1黒 色土

8,OVR 71 灰白色灰

9,OYR 211 黒色土 褐灰～掲灰色灰が混入

10 7 5YR 22黒福色土

碧
当

6号土坑

1 10YR 6/1 掲灰色土

2 10YR 2/1 黒色土 灰責掲色■(To a)含 む

9 10YR 21 黒色土と灰黄掲色上(To‐ a)の 混合土

4 10YR 21 黒色土

5 75YR2/1黒 ●_土

6 7 5YR 211 黒色土 灰責掲色土(To a)合 む

7 75YR2′ 1 黒色土 灰黄掲色土(To a)の混合土

8 10YR ρ′1 黒色土 灰黄掲色土(To‐ a)少量含む

9 10YR 272

0           1 :40          2m

第45図  5・ 6号土坑

ID8b

6号土坑
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10号土坑

遺構 (第46図・写真図版17)

〔位置 。重複関係〕 EE5bグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

〔規模 。平面形〕開口部径242× 129cm、 底部径195× H Ocmの楕円形を呈する。深さは最深部で5 1cmで

ある。埋土は18層 に細分され、十和田a火山灰ブロックを含む黒色～黒褐色土主体で構成される。

底面には (24)× 72cm・ 層厚18cmの焼土が形成されている。

〔出土遺物・時期〕底面の焼土内から土師器長胴甕の胴部破片が 6点出土している。時期は出土した遺物

や埋土の状況から平安時代であると考えられる。

11号土坑

遺構 (第47図・写真図版18)

〔位置・重複関係〕 ID 9fグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。北側で15号土坑と、南側で14号

土坑と重複し、これらを切っている。

〔規模 。平面形〕開口部径244X(175)cm、 底部径225× (146)cmの不整な円形を呈する。深さは最深部で

26cmである。埋土は十和田a火山灰ブロックを含む黒褐色土主体で構成される。

〔出土遺物・時期〕遺物は出土していない。時期は埋土の状況から平安時代である可能性が高い。

12号土坑

遺構 (第46図・写真図版17)

〔位置 。重複関係〕ⅣFlbグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

〔規模・平面形〕開口郡径80× 87cm、 底部径73× 55cmの ほぼ円形を呈する。深さは最深部で35cmで ある。

埋土は10層 に細分され、十和田 a火山灰小ブロックを含む黒色～暗褐色土主体で構成される。

〔出土遺物・時期〕埋上下部より土師器長胴甕の日縁部～胴部破片が2点出土している。時期は出土した

遺物や埋土の状況から平安時代と考えられる。

13号土坑

遺構 (第47図・写真図版17)

〔位置 。重複関係〕 ⅡElbグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。北東部で9号竪穴住居跡と重複

し、これを切っている。

〔規模 。平面形〕開口部径128× (120)cm、 底部径(114)× (90)cmの 楕円形を呈する。深さは最深部で54cm

である。埋土は 5層 に細分され、上位は暗褐色土、下位は黒褐色土主体で構成される。

底面には35× 60cmの 焼土が形成されている。層厚は記録がないが 5 cm程度である。

〔出土遺物・時期〕遺物は出土していない。

14号土坑

遺構 (第47図・写真図版18)

〔位置・重複関係〕 EDOfグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。北西側で11号土坑と重複し、こ

れに切られている。

〔規模・平面形〕開口部径-178× -72cm、 底部径110X-25cmの 円形を呈する。深さは最深部で67cmで

※―は残存値を表す。
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8号土坑

7号土坑

L=141.800m

十
蜘

7号土坑

75YR 21 黒色土

IOYR 22 黒掲色主 灰責色土 (To‐ a)ブロック含む

IOYR 26 黒掲色と 灰責色土 (To‐ a)大プロック含む

IOVR 21 黒色土 炭化社合む

IOVR 241 黒色土 灰責色土 (To a)ブ ロック含む

75YR 23 橿賠掲色シル ト 黄褐色粒含む

8号■坑

1 75YR 21 黒色土

2 10YR 2,1 黒色土

3 10YR 22 黒掲色土

4 10YR 20 黒掲色土

57引 R蝕3極皓掲色 責掲色粒含む

6 10YR 23 黒掲色土 にぶい黄色土 (To■ )ブロック含む

7 10YR 21 黒色土 黄掲色粒含む

8,OYR 22 黒掲色土 にぶい黄色土 (To,a)ブ ロック含む

9 10YR 2rl 黒色土 下層にすじ状ににぶい責土 (To‐ a)合む

IO10YR22 黒掲色土 炭化社・ にぶい黄色主 (To‐ a)ブロック含む

1,10YR 212 黒掲色土 炭化粒・にぶい黄色土 (To a)ブ ロック含む

10号土坑

7 5YR 242黒 掲色土

10YR ρ′, 黒色土

iOYR?′, 黒色土と灰黄色土 (To a)と の混合上

,OYR 2, 黒a土 灰責色土 (To a)大 ブロック合む

,OYR 21 黒色土 灰責色土 (To a)す じ状に合む

,OYR 22 黒掲色土 灰黄色土 (To a)ブ ロック合む

,OYR 21 黒色土 灰責色土 (To a)含 む 粘性あり

,OYR 29 黒掲色■ loVRV4掲 色土含む

9号土坑

画
＋

ヽ

iOYR 1 7′ 1黒色土

＋
恥

9号 土坑

1 10Yn 2, 黒褐色土

灰責色土 (To a)ブ ロック含む
2 10YR 9′ 1 黒褐色土

灰黄色土 (To a)ブ ロック含む
3 10VR 21 黒色土
4 75YR V6明 掲色ンルト
5 10YR 21 黒色シルト
6,OYR 68 明黄褐色焼土

い_ L=司 42.500m

12号土坑

′

い_L=142.400m

く

,0,OYR 71e にぶい黄橙シル ト

11 10YR68 明黄掲色シル ト

12 10YR 311 黒褐色主 To a含 む 炭合む。粘性 しまりあり
1310YR 29 黒掲色主 灰黄色土 (To a)合 む
1410VR 4/4 褐色土
15 10VR 241 黒色土 掲色粒含む
16 10YR 3ん  賠褐色土 黄色土合む

8溜 悟場魯圭轟糧阜号針ぁり SY/

10号土坑

+sE劉

ＲＦ‐Ｃ
半

12号 士号

1 10YR 22 黒掲含土と灰責色土 (To‐ a)と の混合土

2 7 6YR 41a掲 色■ 掲色・赤禍色粒含む

3 10YR 2, 黒褐色土 灰黄色土 (To a)ブ ロック含む

410Y日 2rl 黒色土 掲色粒含む

5 10YR?′1 黒色土 灰黄色土 (To a)ブ ロック含む

610V日 2′ , 黒色土

7 10YR 343 暗掲色土 灰黄色土 (To‐ a)州 ブヽロック含む

8,OYR 31a 階掲色土

9,OYR yl 黒掲色土

10 10YR Sra 暗掲色土 粘性 しまりあり

当

当

0           1 :40          2m

7～ 10。 12号土坑
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ある。埋土は十和田 a火山灰小ブロックを含む黒褐色土主体で構成される。

底面には29× 72cm・ 層厚1 7cmの 焼土が形成されている。

〔出土遺物・時期〕遺物は出土していない。時期は埋上の状況から平安時代の可能性が高い。

15号土坑

遺構 (第47図・写真図版18)

〔位置 。重複関係〕 ID9eグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。南西側で11号土坑と重複し、こ

れに切られている。

〔規模・平面形〕開口部径-149× (54)cm、 底部径107× (33)cmの 円形を呈する。深さは最深部で38cmで

ある。北西半部が調査区域外にかかっており、北西一南東方向の直径は残存値である。埋土は十和田 a火

山灰小ブロックを含む黒褐色土主体で構成される。

〔出土遺物 。時期〕遺物は出土していない。時期は埋土の状況から平安時代の可能性が高い。

16号土坑

遺構 (第47図・写真図版18)

〔位置・重複関係〕 ID9eグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。北西半部が調査区域外にかかる。

11・ 14・ 15号土坑と重複し、11号土坑に切られ、14・ 15号土坑を切っている。

〔規模・平面形〕不手際により平面の記録はない。長軸60× 短軸30cmの 円形を呈する。深さは最深部で

31cmで ある◇埋土は十和田a火山灰を含む黒褐色土主体で構成される。

〔出土遺物 。時期〕遺物は出土していない。時期は埋上の状況から平安時代の可能性が高い。

17号土坑

遺構 (第47図・写真図版18)

〔位置 。重複関係〕 ID9fグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。北西側で18号土坑と重複しこれ

を切っている。

〔規模・平面形〕開口郡径100× -90cm、 底部径54× -52cmの 円形を呈する。深さは最深部で65cmであ

る。埋土は5層 に細分され、十和田 a火山灰小ブロックを多量に含む黒褐色土主体で構成される。

〔出土遺物・時期〕埋土中から土師器甕片が2点出土した。時期は出土遺物や埋土の状況から平安時代の

可能性が高い。

18号土坑

遺構 (第47図・写真図版18)

〔位置・重複関係〕 ⅡDOgグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。南東側で17号土坑と重複し、こ

れに切られる。

〔規模・平面形〕開日部径300× 280cm、 底部径174× 170cmの 円形を呈する。深さは最深部で44cmで あ

る。埋土は6層 に細分され十和田a火山灰小ブロックを含む黒褐色土主体で構成される。

〔出土遺物・時期〕埋土中から土師器長胴甕の体郡破片が 3点出土している。時期は出土した遺物や埋土

の状況から平安時代であると考えられる。
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ⅡElb

11・ 14引 5,16号土坑

13号土坑

γ

当

掲色焼土ブロック 炭含む

掲色粒・掲e土含む 呻
＋

オ
ｈ =140.900m

当

18号土坑 γ

い一L=140500m

E Dof
17 18土 坑

l iOYR 3/1 黒掲色土 浅黄色土 (To a)含 む

2,OYR y, 黒褐色土 浅責色土 (To a)フ ロック含む

3 10VR 3ri 黒褐色土 上層に灰責色主 (To a)プ ロック・下層に炭含む

4 10YR 22 黒掲色土 明費掲色土焼士ブロック・炭含む

5,OYR 3′1 黒掲色土 明黄掲色土焼と小ブロック・炭含む

6 10YR 312 黒掲色土 上層に炭 下層に明黄掲色焼土少量含む

7 10YR 2滋 黒掲色士
8 75YR 46 掲色土
9 10VR 4′ 1 灰掲色土
10 10YR 21 黒色土 朗黄掲色焼土・灰黄色■ (To a)炭 合む
11 10YR Э′1 黒掲色土 灰費色土 (To a)ブ ロック含む。炭合む
1?7 5Yn4 6 掲色上 黒色土含む
19 10VR 9,1 黒掲色土 明黄掲色焼■小ブロック

灰黄色上 (イoa)小ブロック 掲色土含む
14 7 5VR 4 6 褐色土 灰黄色上 (To a)月 ブヽロック

・明黄掲色境土小ブロック含む

0           1 :40          2m

17号土坑

く

11・ 13～ 18号土坑
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13号 土坑

1,OYR 31i 黒掲色土

2,OYR 313 暗掲色土

3,OYR 33 暗掲色土

4 10YR 22 黒掲色土

5,OYR Vl 黒掲色土

6 10YR 32 黒掲色土

灰黄色■ (To a)含 む

灰黄色土 (To a)

フロック下層に含む

上層に灰黄色■ (To a)

・下層に黒色土含む

灰黄色■ (To‐a)す じ状に含む

明黄掲色焼土フロノク含む

津― L=140500m

11,OYR 2イ 2 黒掲色土

12 10YR 2r2 黒掲色土

19 10YR 3′2 黒掲色■

,410YR 3,1 黒掲包土

15,OYR 22 黒掲色土

16 10YR 2'1 黒色土

,7,OYR a13 暗掲芭土

18 10YR 2′, 黒色土 褐色粒含む

19 10YR 2β  黒掲色土
20 10YR 2を  黒掲色土 上層に浅黄色土 (To a)少 量含む

21 10VR 22 黒掲色■ ,掲色粒含む

・16号主坑

黒掲色土 明責色土 (To a)州 ブヽロック含む

黒掲色生 明責色土 (To a)大 ブロック合む

黒掲色土 上層に灰責色土 (To a)

・下層に明黄掲色続土小フロック含む

黒掲色土 明費色土 (To a)州 ブヽロック合む

黒色土と掲色上の混合土

灰黄色土 (To‐ a)Jヽブロック合む

黒色主と掲色上の混合土

掲色土

黒掲色土 掲色土合む

黒色士 明掲色焼土ブロック含む

責掲色焼土 炭含む

岸_L=140.500m
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,解鴨 色上   下
「

マTTトヮT下万マT
白色火山灰 (To‐a)粒 を全体に含む

0      1:100     4m

凹i百罰S=1/50

第48図  1号畝間状遺構

(4)畝間状遺構

1号畝間状遺構

遺構 (第48図・写真図版19)

[位置・検出状況]I B7gグ リッド、調査区北側の安比川に接する緩斜面上に位置する。検出面は表土

除去後の黒褐色土 (Ⅱ 層)中で、十和田 a火山灰の淡い分布範囲の中に、南東一北西方向に連続する微か

な溝のプランを確認した。検出直後の激しい降雨のため再検出後には明確な筋としてとらえることができ

なくなってしまった。

[規模・形状]約 100ポ の範囲に、黒褐色土 (Ⅱ 層)中の畝間に堆積したと思われる淡い白色火山灰が筋

状に列をなすもので、遺存状態がきわめて悪い。畝間溝(以後、畝溝)の長軸方向はほぼ南東一北西である。

畝溝の幅は確認できた所で10～ 90cm、 深さ8～ 1 5cm、 長さ1.1～ 4.8m、 畝溝間の間隔は20～ 80cmで、断

面形は皿形である。

[埋土]遺存状態が悪く、火山灰が明瞭に残つているところは少ない。断面の観察では十和田a火山灰粒

を含む黒褐色上が堆積する。

[出土遺物・時期]遺物は出土していない。時期は火山灰の鑑定結果から判断して、平安時代の遺構であ

ると考えられる。
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2号畝間状遺構

遺構 (第49図・写真図販19～ 20)

[位置・検出状況]IC6jグ リッド、調査区中央部北側の平坦面に位置する。検出面は表土除去後の黒

褐色土 (Ⅱ 層)中で、東西方向に連続する溝の分布を確認した。3号畝間状遺構と重複し、これを切ってい

る。

[規模・形状]約32.5ポ の範囲に、黒褐色土中の畝間に堆積 したと思われる淡い白色火山灰が筋状に列を

なすもので、6条の畝溝がほぼ一定の間隔で並行 している。畝溝の長軸方向はほぼ東西で、溝の幅は約 6～

19cm、 深さ約5.6～ 14.2m、 長さ約5.65～ 6.35mを測 り、溝間の間隔は約0.6～ 0.9mである。断面形は皿形

を呈する。

[埋土]おおむね2層 に大別され、上位に黒褐色土小ブロックを含む火山灰、下位に火山灰を含む黒褐色

土が堆積する。部分的に火山灰の薄層が葉離状に堆積している様子が観察された。

[出土遺物・時期]遺物は出土していない。時期は火山灰の鑑定結果か ら判断して、平安時代の遺構であ

ると考えられる。

3号畝間状遺構

遺構 (第49図・写真図版 19～ 20)

[位置・検出状況]ID7aグ リッド、調査区中央部北側の平坦面に位置する。検出面は表土除去後の黒

褐色土 (Ⅱ 層)中で、南北方向に連続する溝の分布を確認した。2号畝間状遺構と重複 し、 これにより切 ら

れている。

[規模・形状]約 45.5♂の範囲に黒褐色土 (Ⅱ 層)中 の畝間に堆積 したと思われる白色火山灰が筋状に列

をなすもので、長軸方向はほぼ南北である。畝溝は17条確認されたが、西側の 8条を除いては遺存状態が

悪く不明瞭なもので、明確な数字ではない。確認できた溝の幅は9～ 29cm、 深さ4.5～ 144cm、 長さ1.15～

2.6m、 間隔 6～ 24cmで、断面形は皿形である。

[埋土]溝により若子の違いがあるが、2層 に大別できる。上位に火山灰ブロックを含む黒褐色土、下位

に黒褐色土が堆積する。

[出土遺物 。時期]埋上の状況から判断して、平安時代の遺構であると考えられる。

4号畝間状遺構

遺構 (第50図・写真図版21)

[位置・検出状況]Ⅱ DOiグ リッド、調査区中央部の平坦面に位置する。検出面は表土除去後の黒褐色

土(Ⅱ 層)中 で、緩い弧状に連続する清と、それと直交して束西方向に連続する溝を確認した。

[規模・形状]約 120ぽ の範囲に黒褐色土(Ⅱ 層)中 の畝間に堆積 したと思われる鈍い白色火山灰が筋状に

列をなすもので、畝溝の長軸方向はほぼ南一北と東一西である。弧状を呈する南一北方向の溝は、溝の幅

が14～ 50cm、 深さ 8～ 1 2cm、 長さ5.2～ 6.3m、 溝間の間隔は10～ 50clnを測る。東―西方向の濤は、溝の

幅8～ 26cm、 深さ6～ 1 0cm、 長さ0。 7～ 3.Om、 溝間の間隔10～ 50cmを測る。これらの断面形はいずれも皿

形を呈する。

[埋土]おおむね2層 に大別され、上位に黒褐色土ブロックを含む火山灰、下位には火山灰ブロックを含

む黒褐色土が堆積 している。
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爛 は 1号柱穴列
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L=140f000m

1 10VR 6′2 灰黄掲色■ (rO a)      ,loY日 62 灰責掲色土 (To a)黒 掲色上少量      ,IoYR 6′ 2 灰黄掲色土 (To a)

黒掲色土少憂 2 10YR 21 黒色シル ト 2,oVR 2′ , 黒色シル ト
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区

我

1 10YR y, 掲灰色～灰自色土 (To a)黒 色土少量

之10YR〃 , 黒色土

1 10YR 6′ 1 掲灰色～灰自色土 (To a)黒 色土少量

2 10YR 2′ , 黒色土

寡
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第49図  2・ 3号畝間状遺構
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第50図  4号 畝間状遺構

[出 土遺物・時期]埋土中か ら土師器甕片3点が出土 している。時期は出土した遺物や火山灰の分析結果

から判断 して、平安時代の遺構であると考えられる。

5号畝間状遺構

遺構 (第 51図・写真図版22)

[位置・検出状況]Ⅳ G9dグ リッド、調査区南側の平坦面に位置する。検出面は表土除去後の黒褐色土

(Ⅱ 層)上面で、東西方向に連続する溝と、それと直交 して南北方向に連続する溝の分布を確認 した。調査

区南側は後世の削平を受けており、溝の残存状態は不良であった。

[規模・形状]約 209活 の範囲に黒褐色土(Ⅱ 層)中 の畝間に堆積 したと思われる鈍い白色火山灰が筋状に

列をなす ものである。南西一北東の畝溝は溝の幅12～ 37cm、 深さ 8～ 1 2cm、 長さ0.8～ 6.3m、 溝間の間隔

9～ 22cmを測る。北西―南東方向の畝溝は溝の幅 16～ 80cm、 深さ 4～ 9 cm、 長さ3.5～ 6.4m、 溝間の間隔

14～ 70cmを 測る。いずれも断面形は皿形を呈する。

[埋土]肖町平のため遺存状態は悪い。火山灰ブロックを含んだ黒褐色土主体で構成されるものと、黒褐色

土ブロックを含み火山灰主体で構成されるものの両者が認められる。部分的に葉離状に堆積する火山灰が

観察される。

[時期]埋土の状況から判断して、平安時代の遺構であると考えられる。

卜 L封40.600m            J

卜 L封40,600m           J

4号畝間状遺構

1 2SVR働 6 明黄掲色土 (To a火 山灰 )黒褐色土含 む

2 10YR 2舵 黒掲色土

3 10YR 2′ρ 黒掲色土 と明黄掲色■ (To a火 山灰)の混合土

4,OYR ttρ 黒褐色土 明黄掲色土 (To a火 山灰)ブ ロック含 む
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第51図  5号畝間状遺構
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9号土坑 埋土 鋤 先 155 185 05 2814

出土地点

第53図 その他遺構内出土遺物②
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(5)柱穴列

1号柱穴列

遺構 (第55図・写真図版23)

[位置・重複関係]調査区中央部 IC6jグ リッドに位置する。周辺部には1号 。3号溝状遺構が分布する。

1,3号溝状遺構完掘後、十和田 a火山灰ブロックを含む黒色土のプランを確認した。3号溝状遺構 との新

旧関係は判別できなかった。

[規模・方向・構造]Plγ P8の 8個の柱穴状小土坑が、 2個 1対の等間隔で並ぶ。全長は10,7mであ

る。各柱間の距離はPl― P2:5 5cm、 P2-P3:227cm、 P3-P4:50cm、 P4-P5:231cm、

P5-P6:45cm、 P6-P7:227cm、 P7-P8:42cmで ある。それぞれ対をなす柱穴の方向の平均

はW-8°一Nで、柱穴列全体としての方向はN-88° 一Eである。

[埋土]ヤ ずゝれも十和田 a火山灰をブロック状に含む黒色土主体で構成され、柱痕跡は認められない。

遺物 出土遺物はない。

時期 不明である。

柱穴計測表
(cm)

Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8

長軸×短軸 25× 24 32× 27 29× 25 26× 25 30X28 32× 27 28× 26 28× 21

深 さ 29 27 26 20 26 28 24 22

2号柱穴列

遺構 (第 55図 。写真図版23)

[位置]調査区中央部 ED4aグ リッドに位置する。周辺部には6号竪穴住居跡がある。Ⅲ層黒色土面で、

十和田 a火山灰ブロックを含むプランとして確認した。

[規模 。方向 。構造]Pl～ P5の 5個の柱穴状小土坑が、全長13mにはぼ等間隔で並ぶ。各柱間の距離

はPトーP2:3m、 P2-P3:2.9m、 P3-P4:3.lm、 P4-P5:2.9mで 、方向はW-2°一N

である。

[埋土]セ ずゝれも十和田a火山灰をブロック状に含む黒色土主体で構成され、柱穴痕は認められない。

遺物 出土遺物はない。

時期 不明である。

柱穴計測表
(cm)

Pl P2 P3 P4 P5

長軸X短軸 19× 18 17× 17 26X23 21× 18 21× 20

深 さ 21 19 18 21 26
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Ⅳ.遺構外の出土遺物

遺構外からの出土遺物には、縄文土器・石器・石製品、土師器・須恵器・金属製品がある。比率では縄

文土器が多いが、いずれも量は少量である。

1.縄文時代

(1)縄文土器 (第 56図・写真図版37)

遺構外出上の縄文土器は小コンテナ 1箱分出土 した。特に調査区中央部からは畑の耕作時に一括 して廃

棄されたと見 られる土器片がビニール紐などと共に出土している。出土した土器は、地文縄文の沈線文・

磨消縄文・充填縄文により文様が施されるものがほとんどで、時期は後期初頭に位置付けられている蛍沢

式に比定されるものと考えられる。

分類は遺構内出土のもの (1。 2号埋設土器)も含め、土器の施文手法に主眼を置いて3つ に大別 した。

以下ではそれぞれの特徴を述べる。

1類 地文縄文の沈線文・磨消 し縄文・充填縄文により文様が施されるもの

(第 7図  2-4 ・ 10、  第56区] 198～ 199・ 203)

2～ 4は 1号埋設土器内から出土した深鉢土器の体部破片である。 10は 2号埋設土器の深鉢である。口縁

部は5単位の大波状を呈し、波頂部はゆるやかなM字状に成形されている。日縁～胴部文様帯は横位に器面

を一周する2重の沈線により3段に分割される。文様帯には地文を施 した後、沈線によるフック状モチーフ

を描き、その後区画内の磨消しを行つている。193～ 199・ 203は調査区中央部の試掘時に出土した。 193

は深鉢の日縁部である。 日縁は山形を呈し、頂部下方及び頂部間に刺突を伴う粘土貼 り付けが施される。

日唇部は粘土組の貼 り付け十沈線によりやや肥厚する。胴部文様帯は縦位の地文を施文後、沈線により区

画文を描き、区画外の磨消 しを行っている。 194は深鉢口縁部で、山形を呈 し、山形頂部下方に粘土瘤の

貼 り付けを持つ。器面全体に横位方向の地文を施文後、蛇行沈線により区画を描き、磨消しを行っている。

195は深鉢の口縁部である。胴上部でやや内傾し、頚～口縁部にかけて外反する器形を呈する。 日縁部は

波状である。全体に縦位に地文を施文後、波頂部を中心として沈線により三角形区画を施 し、内部にフッ

ク状モチーフを描 く。 196は深鉢の回縁部で、山形を呈する。器面には粘土組貼 り付け後横位に地文が施

文される。その後、沈線により粘土紐に沿う区画文が描かれている。 197は深鉢の口縁部である。器形は

胴上部から直線的に立ち上が り口縁部に至って短 く外傾する。日縁部は山形を呈すると思われる。器面に

縦位の地文を施した後、ダイナミックな蛇行沈線文が描かれる。その後区画内の磨消しを行っている。

198は深鉢の日縁部である。口縁は平縁を呈すると思われる。器面に縦位の地文を施した後、2重の沈線と

フック状沈線の組み合わせにより区画文を描く。199は 深鉢の日縁部である。平縁を呈すると思われる。

器面に横位の地文を施した後、沈線により区画を描き、その後磨消しを行っている。200は ⅢD区から出

土した壷形土器の口縁部である。外面はナデ、内面はミガキ調整される。201は IC5jグ リッドⅢ層か

ら出土した深鉢の胴部片である。沈線により胴部に曲線的なモチーフが描かれる。202は ID6aグ リッ

ドⅡ層下～Ⅲ層上から出土した壷の胴部片である。地文施文後、2重の沈線によって文様が描かれる。203

は壷の底～胴下部で、LRの単節斜縄文が縦位・横位に施文されている。沈線によって区画文様を描き、

内部を丁寧に磨消している。
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2類 無文地に沈線が施されるもの

(第 7図  1、 第56図  204)

1は 1号埋設土器の壺である。胴部文様帯には沈線により横位に連繁するフック状のモチーフが描かれ、

その後に区画内の磨消しが行われている。204は ⅢD区 Ⅲ層下から出土 した切断糸切 り壷の口縁部である。

胴上部まで大きく外傾 したのち、強 く屈曲して口縁部に至る器形を呈する。屈曲部には小さな橋状把手が

付けられ紐通し孔が穿たれている。把手の下位には沈線がめく
｀
っている。

3類 地文のみが施されるもの

(第56図  205～ 207)

205～ 207は調査区中央部の試掘時に出土した。205は深鉢の胴部片である。206は深鉢の回縁部である。

粘土紐の貼 り付けにより2重 回縁を呈 している。207は深鉢の底～胴下部で、 Ll段撚糸文が縦位に施され

ている。

(2)石器・石製品 (第56図 。写真図版37)

石鏃が 2点出土している。219は IB5fグ リッドⅡ層から出土した。石質は珪質頁岩である。220は試

掘の際に出土 した。石質は頁岩である。石製品は1点 出土している。221は 調査区南の試掘時に出土した垂

飾品で、中央部が穿孔されている。石質は細粒砂岩である。

2.平安時代

(1)土師器 。須恵器 (第 57図・写真図版37)

211は土師器内黒年で、内面ミガキ調整される。切 り離しの技法は回転イ トキリで、再調整は施されて

いない。212は土師器小形甕で、内外面 ともロクロ調整される。切 り離 しの技法は回転イ トキ リである。

213は ロクロ調整の土師器甕で、外面ロクロ、内面ナデ調整される。214～ 216は土師器甕で、外面ヨコナ

デ十ケズリ、内面ナデ調整される。217は土師器甕で、外面ケズリ、内面ナデ調整される。底面木葉痕を

持つ。218・ 219は須恵器長頚壷破片である。220は須恵器大甕の胴部破片で、外面タタキロ、内面ナデ調

整される。

(2)土製品 (第 57図・写真図版37)

1点のみの出土である。221は調査区中央部Ⅲ層から出土した土師質の土製品で碁石状の形状を呈する。

(3)鉄 製品 (第 57図・写真図版 37)

鉄製品は2点出土した。222・ 223は試掘の際に出土したものであるが小破片のため形態は不明である。
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No 出土地点 器 種 部 位 原 体 文 様 の特 徴 分類

調査区中央部試掘 深 鉢 口縁部 地文施文後、区画沈線を拍く。その後磨消 し。日縁部に太沈線巡る。 i類

調査区中央部試掘 深 鉢 口縁部 地文施文後、蛇行沈線により区画を描き、磨消 しを行う。 1類

調査 区 中央 部試 掘 深 鉢 日縁部 沈線により三角区画を施 し、内部にフック状モテーフを描く。 1類

調査区中央部試掘 深 鉢 日縁 部 RL 区画沈線を描いた後、磨消 しを行う。 1類

調査区中央部試掘 深 鉢 口縁 部 蛇行沈線文施文後、磨消 しを行う。 1類

調査区中央都試掘 深鉢 口縁部 LR 地文施文後、区画沈線を描く。その後磨消 し。 1類

調査区中央部試掘 深 鉢 口縁部 LR 地文施文後、区画沈線を描く。その後磨消 し。 1類

調 査 区 中央部 試 掘 口縁 部 内外共にナデ調整される。

IC5j  ‖|

圭
望 胴 部 2重沈線により区画文が描かれる。

ID6a ‖下 ～ ‖上 壷 胴 部 不 明 2重沈線により区画文が描かれる。

調査区中央部試掘 奎 底～胴下 地文施文後、区画沈線を描く。その後磨消 し。 1類

‖ID区  III下 一望 口縁 部 把手下位に平行沈線が巡る。 2類

調 査 区南 側 試 掘 深 鉢 胴 部 撚 糸 平行沈線+撚糸文。 3類

調査区中央部試掘 深 鉢 日縁 部 貼 り付けによる 2重 回縁を呈する。 3類

調査区中央部試掘 深 鉢 底～胴下 L Ll段撚糸文が縦位に施文される。 3類

No 出土地 点 器種・種類 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ(Cm) 重量 (9) 備 考 石 質

IB5f ‖ 石 鏃 珪質頁岩

中央部試掘 石 鏃 ‐2 7 14 05 頁岩

調 査 区南 垂飾 品 179 砂 岩

第56図 遺構外出土遺物①
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V。 ま と め

遺構

1.縄文時代

(1)埋設土器

調査区中央部から2基を検出した。時期はどちらも縄文時代後期初頭のものである。 2基は約6.5m離れ

た位置か ら、近接する形で検出された。周辺部か らは同時期の遺構は全く見つかつてお らず、 これ らは居

住域から離れた地点に埋設された可能性が高い。遺構の性格としては1号埋設土器内から硬玉製大珠、貝製

品等が出土 してお り、本埋設土器は何 らかの儀式を伴う埋葬施設である可能性が想定されるが、それを裏

付けるような骨片等は確認されていない。また、成人骨を埋葬したと考えるには埋設されていた壺形土器

はかな り小さく、蔵骨器 と解釈するには不自然な感を抱 く。 1号埋設土器の西方約6.5mに は2号埋設土器

が位置してお り、人骨はこちらに埋葬された可能性も考えられる。2基の埋設土器は土器の施文手法の特徴

等を同じくしてお り同時期のものであると考えられるが、両者を結ぶ接点をこれより見出すことはできな

い。 この硬玉製大珠・貝玉の所有者としては、糸魚川産のヒスイ 。南海産の貝玉が、かな り希少価値の高

い占有品であったであろうことを考慮すれば、当時の二戸地区を強い権力と経済力で支配 していた人物で

あったと推測できる。

2.平安時代

(1)堅穴住居跡

今回の調査で検出された平安時代の堅穴住居跡(以下、住居跡)は 10棟である。これらについて事実記載

の項目についてまとめる。

占地 調査区が細長く、蛇行する形状であることから内容の一部分しか明らかにできなかったが、10棟の

住居跡はいずれも安比川の右岸に形成された河岸段丘上に分布している。住居跡はいずれも第Ⅲ層の中薇

浮石層まで掘り込んで構築されている。例外は1号竪穴住居跡で、中板浮石層が削平されて存在しない安比

川沿いの北側緩斜面に位置するため、柔らかく不安定なシル ト面を掘 り込んでいる。住居跡の位置する低

台地の上はほぼ平坦で、周辺の地形より微かに高まっており、本来は調査の行われなかった西側縁辺部な

どにも更に堅穴住居跡が分布しているものと推測される。

平面形 住居跡の平面形には、ほぼ方形のものと長方形のものとがある。2号竪穴住居跡 。9号竪穴住居跡

は長辺と短辺にやや差があり長方形状を呈するが、他の住居跡に大きな差異はなく、いずれも正方形を基

調としているものと考えられる。

規模 各住居跡の床面積の分布を図①に示した。最大は 3号住居跡の38,9だ、最小は9号住居跡の6.5ポ と

な り、全体 としてば らつきがある。また、規模により住居跡の構造に差異が見 られ、床面積30ぽ以上の大

型住居跡(3号 。7号住居跡)に は床面の柱穴が認められるのに対 し、それ以下のものでは柱穴が認められな

かった。

軸方向 カマ ドを持つ壁に直行する線と、座標軸との角度を軸方向とし、図②に示 した。 これを見ると同

一の角度を持つものはないが、北西方向を向くもの(2・ 3・ 5・ 7・ 10号住居跡)、 ほぼ北方向を向くも

の(6・ 8・ 9号住居跡)、 西方向を向くもの(1・ 4号住居跡)と、 3つ のまとまりが見 られた。

カマド 図②は、住居の主軸方位図である。これを見るとカマドは北西側に構築されるものと北東側に構

築されるもの、東側に構築されるものに大別できる。例外として9号竪穴住居跡が挙げられ、カマドは西
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図C)住居跡の軸方向

側 と北側に造 られている。また、 5号・ 8号・ 9号竪穴住居ではカマ ドの造 り替えが行われてお り、それ

ぞれ北東壁中央→北東壁東寄 り(5号住居跡 )、 北西壁中央→北東壁東寄 り(8号住居跡 )、 西壁中央→北壁中

央(9号住居跡)に造 り替えられている。

カマ ドの形態には、掘 り込み式のものと舎Jり 貫き式のものとの 2種類がある。検出された10棟 の住居跡

についてみると、掘 り込み式のものが 2棟、舎」り貫き式のものが 3棟、今」り貫き式か ら掘 り込み式に造 り

替えが行われたものが 3棟、プランの西半部が調査区域外に出るため不明のものが 1棟、削平のため不明

なものが 1棟である。 このことか ら、集落が営まれていた間にカマ ドの形態が今Jり 貫き式→掘 り込み式へ

と変わっていったと推測され、カマ ドのつくられる位置には時期差があるものと考えられる。

出入 り日 ? 検出された10棟の住居跡のうち、出入 り回の施設 らしきものが検出されたのは5号堅穴住居

跡、6号堅穴住居跡、8号竪穴住居跡の 3棟ある。5号竪穴住居跡ではカマ ド脇の北東側床面が周囲よ り若

千せ りあが り、特にガ リガ リにしまっていた状況か ら、カマ ドが設置された北東壁際に出入 り国があった

可能性が高いと考えられる。6号住居跡では南側床面中央に約20× 60cmに広がる扇状の火山灰の分布(吹き

込みのようなもの ?)が認められてお り、最初に埋土の堆積が始まった箇所であった可能性がある。8号堅

穴住居跡では南東壁中央部にテラス状の張 り出しが認め られ、小柱穴状ピットが 1基検出された。また、

張 り出し部の壁に接する床面が85× 137cmの 隅丸長方形状の範囲で特に堅く締まってお り、その部分だけ

が厚 く貼 り床されていたことから出入 り口であった可能性が高いと推測できる。

柱穴および配置 10棟 の住居跡のうち、柱穴が確認されたものは3号竪穴住居隊、7号堅穴住居跡の 2棟だ

けである。 3号住居跡は主柱穴が 4本あるタイプで補助柱穴を持たない。 7号竪穴住居跡は主柱穴が 4本、

その他主軸方向とは異なる壁際中央に補助柱穴を 2本持っている。 このうち柱の抜き取 り痕が確認できた

ものはない。柱穴にはいずれも柱痕跡が確認された。
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埋± 10号住居跡を除いて顕著な人為的埋土は認められない。いずれの埋土中にも灰白色～灰黄褐色の火

山灰(十和田 a降下火山灰)がブロック状に堆積し、ブロックの混入量によって層を異にしている。全体的

にはレンズ状の堆積状況を示しており、自然堆積であると考えられる。十和田a降下火山灰が同様の堆積

状況を示すのは二戸市に分布する大向上平遺跡以外の遺跡においても認められており、長瀬B遺跡におい

てはブロック状の火山灰が混入する住居跡からは、いずれもロクロ使用以後の土師器が得られている。

(2)掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は北側沢部で 1棟のみ検出した。今回検出した遺構のなかでは最も北に位置している。埋

土には十和田 a火山灰をブロック状に含んでお り、竪穴住居跡 と同時期に位置付けられると考えられる。

周辺には、1号竪穴住居跡、1号畝間状遺構、3号土坑などが位置 してお り、 これ らとの同時存在 も考えら

れる。用途や時期を推測できる遺物等は出土 しなかったが、立地や在 り方か らは物置小屋等の機能を持つ

施設であつたと推沢1で きる。

(3)土坑

19基の土坑のほとんどは円形～楕円形を基調とするもので、底面に焼土を伴うものが 8基ある。住居跡

との重複は見 られず、竪穴住居の周辺に点在するような在 り方を呈する。形態や出土遺物などか ら用途の

推測できるものはないが、住居と近接 してあるものが多く、ムロなどの貯蔵用の穴として使用されたもの

である可能性がある。底面に焼土を伴うものは、精円形を基調とするものが多 く、現地性の焼土が長軸方

向のどちらか一方の底面に、偏って形成されている。焼土は比較的厚 く、その上を灰が覆うものがあり、

使用は比較的長期間であつたと推測される。また、土坑同士で重複があることか ら繰 り返 し使用されたも

のであった可能性が考えられる◇底面に焼土が形成される土坑についての類例は、県内では二戸市中曽根

E遺跡、青森県では八戸市岩ノ沢平遺跡などに求められ、本遺跡と同様に甕片が得 られているが、用途が

明確に示された類例を見つけることはできなかった。

(4)畝間状遺構

畝間状遺構の調査例

畝間状遺構の県内における類例は、現在までで軽米町ヨ角子久保遺跡(1988)、 浄法寺町コアスカ館遺跡

(注 1)、 北上市上鬼柳遺跡(1992)、 岩崎台地遺跡群(1995)、 江刺市後中野遺跡(1996)。 宮地ⅢA遺跡(注

2)。 宮地 ⅡB遺跡(1997)・ 愛宕林遺跡(注 2)。 岩谷堂城跡(1996)の 例が知 られ、二戸市大向上平遺跡で13

例日となる。隣県の青森県においては青森市野木遺跡(1998)、 五所川原市隠川(4)。 隠川(12)遺 跡 (1998)、

東北町往来ノ上(1)遺跡(1996)、 下田町中野平遺跡(1996)、 南郷村砂子遺跡、畑内遺跡(注 3)、 浪岡町野

尻 (4)遺跡(1996)な どで同様の例が知 られており、畝間遺構についての資料は近年増加しつつある。

しかしながら、畠跡として認定されるまでに至ったものは多くない。その理由としては、①検出される

畝間遺構の多くが後世の耕作などで撹乱されている場合が多く遺存不良であること、その上、②はっきり

した畝間溝が認められる場合でも作物を栽培 していた確証が得 られない限 り畠としての認定が難 しいとい

うこと等が挙げ られる。本県においてもヨ角子久保遺跡と上鬼柳、遺跡で種子 とプラントオパールについ

ての分析が行われているが、上記の理由から良好な資料は得 られていない。

本遺跡の畝間状遺構

本遺跡の畝間状遺構はすべて十和田 a火 山灰が帯状に検出された ことによってその存在が確認できたも
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のである。形状は直線状を呈するもの、弧状を描 くもの、それ らの溝が重複するものと多彩な様相を呈し

ている。確認した畝間溝の埋土は、いずれも上層が隙間に黒褐色土の挟まった十和田 a火山灰のブロック

主体で構成され、下層は黒褐色土のなかに火山灰の小ブロックが混ざ りこむという状態を呈する。また、

一部には黒褐色土 と火山灰が混ざり合って灰色を呈する土壌も見 られる。 このことか らは、火山灰の堆積

が一時的なものではなく人為的な境乱を受けている可能性が考えられる。火山灰のブロックの中には、部

分的ではあるが葉離状の堆積を示す縞模様の見 られるものがある。 この堆積状態は従来か ら水成堆積 と考

えられているが、 このように考えるな らば、本遺跡の立地地点と安比川 との間に10m以上の比高があるこ

とから、河川の氾濫によって洪水を被る可能性が低いと考えられ、疑間が生じる。また、台地一帯に堆積

した火山灰が雨水によって流されたものと考えても、堆積物の中に土砂などの混入物が無いことが気にか

かるところである。

更に 「畝間状Jと いう言葉について若千述べておく。すなわち、検出される溝が畝間であつたとすれば、

従来の見解では火山噴火後に洪水によって埋まった畠ということになろう。そ して、放置されたことにな

る。 しかし、その火山灰が人為的な撹乱を受けていることと、火山灰の堆積状況が洪水に起因するもので

無いとすれば、「洪水性の火山灰によって埋まった畝間Jと しての説明について再考が必要になるかも知れ

ない。さらに、 この溝を畝間と考えた場合でも、畝間どうしの間隔が狭すぎることも疑問のひとつである。

とりあえず、 ここでは疑間が未解決のままであるために 「畝間状遺構」の名称を用いている。 しかし、人

為的な撹乱がみ られることか ら何 らかの耕作痕跡とは考えられるが、畝間としての断定を躊躇させるもの

もある。

直交する畝間溝と溝の濃淡について

本遺跡では 2・ 3・ 4・ 5号畝間状遺構において直交する畝間溝(以後、溝)が確認されている。重複する

溝間には、切っているほう(新 しい溝)のプランは、切 られるほう(古 い溝)のプランよりはっきりしていると

いう傾向が認められた。直交する溝については、①地力の弱まりによる連作障害を避けるための天地返し

(切 り替え畠)、 ②火山灰降下後の災害復旧の際など、下位の火山灰を混ぜ込んで再び耕作土を作る場合に

下位の土の偏在を防いだ(復 旧畠)、 等の解釈がなされている。また、溝間の濃淡の違いについては、耕作

と休耕を繰 り返 した結果形成された痕跡とする解釈が示されている(東 日本の水田跡を考える会 1998)。

しかしなが ら、本遺跡では検出した時点で上部の耕作土が失われた状態であったため、 これ らの詳細は明

らかではない。また、本遺跡では直行する二つの溝に堆積 している火山灰は濃淡の差異こそあれ、ともに

十和田 a火山灰であることがわかっている。 このことは、直交する二つの溝がともに 「畝間」か 「何 らか

の耕作痕跡」であるとすれば、十和田 a火山灰の降下に若干の時間差 を持った二時期があることになる。

前者が降下火山灰で後者が洪水による水成堆積であったと考えれば理屈が合うが、水成堆積のメカニズム

については不明な点があることは前項で述べた。このことについては類例を待って再考 したい。 ここでは、

本遺跡の畝間状遺構が、同じ場所で若干方向を変えながら何度 も耕作が繰 り返された様子を示すものと考

えられ、このことか ら畠地 とされる空間がある程度限定されていた可能性があることについてのみ指摘 し

ておきたい。
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分析結果

本遺跡では平安時代の畠でどんなものが栽培されていたかを調査する目的で4号、 5号畝間状遺構の埋

土のプラントオパール分析、花粉分析を行った。その結果、畝間の堆積物にわずかにイネ属の珪酸体が認

められたが、検出されたイネ属がごく僅かであり、ムギ類、キビ類の珪酸体も認められなかった。種子・

花粉分析についても同様で、結果として畠跡となるような裏付けは得られていない。

(5)柱 穴 列

柱穴列は IC6jと ⅡD4aグ リッドに位置し、竪穴住居、土坑、畝間状遺構の集中するエリアで検出

した。検出された 2列の主軸はいずれも東一西方向で、60mほ ど離れて斜めに対峙するような形をとって

いる。 1号柱穴列は埋土に3号畝間状遺構と同様の十和田a火山灰が堆積している。そのために畝間状遺構

の完掘時まで気づかず、畝間状遺構との新旧関係を明らかにできなかった。しかしながら重複する2号 。3

号畝間遺構と 1号柱穴列との位置関係を見てみると、 2号畝間状遺構の分布と、その中央部を東西に縦断

する柱穴の配列には何らかの相関関係があるものと推測される。
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(注 1)平成 5。 6年度発掘調査。情報は新聞報道等による。

参考文献 「考古学ジャーナルNo.387」 1995

(注 2)畑状遺構については 「岩手考古学第 11号」 1999に 掲載されている。

本報告は1999年刊行予定である。

(注 3)本報告は、砂子遺跡 (2000)。 畑内遺跡 (2001)それぞれ刊行予定である。
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遺物

1.縄文時代

(1)縄文土器

縄文土器は、埋設土器を除いてすべて遺構外から出土 した。小破片が多 く、出土の状況も一括 して廃棄

されたようなもので、遺構に伴つていた形跡はない。出土 した土器は、地文縄文の沈線文・磨消縄文・充

填縄文により文様が施されるものがほとんどで、太い沈線によって大柄な磨消文様が描かれるのが特徴的

である。 この地方の後期初頭の土器は、上村式→韮久保式→蛍沢式 というように変遷すると捉えられてお

り(本間 1987、 1988、 金子 1995)、 本遺跡の資料は土器の文様の特徴か ら蛍沢式に比定されるものと

考えられる。蛍沢式期の資料は今まで県北地方の多くの遺跡で確認されてお り、二戸市長瀬A遺跡の竪穴

住居跡のほか、特に一戸町馬立 I、 馬立 Ⅱ遺跡で多くの堅穴住居跡とそれに伴う遺物が出土している。

なお、その他同地域の縄文時代後期初頭～前葉の土器については、二戸市寺久保遺跡報告書(岩手県埋蔵

文化財センター 1996)が、「周辺の遺跡 :縄文時代後期初頭」で詳 しく触れているので参照されたい。

(4)硬 玉製大珠

硬玉製大珠は、1号埋設土器の埋土か ら2点見つかっている。 5は楕円形の原石の形をそのまま生かして

穿孔を行っている。穿孔方向は片面穿孔である。 6は原石の形状に若千手を加えて整形し、穿孔を行って

いる。穿孔方向は片面穿孔である。

(5)貝 製品 。その他

1号埋設土器の内部か ら貝製品が出上した。内訳は貝玉73点以上、臼玉 3点である。

巻貝製小玉 (第 7図・写真図版24)

アマオブネガイの背面を穿孔したもので、断面形は半円状を呈する。貝の表面の筋(螺肋)が 目立たず、磨

耗してお り、殻表面研磨の工程を経て穿孔されたものと思われる。

殻頂部は73個分残存する。出土の状況か ら埋設時の状況を読み取ることはできなかったが、小玉の形状

から推測すると2個の巻貝の殻口部同士を合わせて1対 とし、連珠状に組で繋いで使用 していた可能性が考

えられる。 (写真図版 1参照)

臼玉 (第 7図・写真図版24)

合わせて 3点が出土した。完全に残存するもの1点、2分割のもの 1点、40%程度残存するもの 1点であ

る。断面には薄い層が何層にも重なって観察される。使用された素材は不明である。

その他 (第 7図・写真図版24)

1号埋設土器内部か ら貝製品であると思われる小片(9)が 1点得 られている。全体の形状は破片からは不

明である。加工の痕跡が特に認められない為、素材であった可能性もある。

平安時代

平安時代の遺物には土師器、須恵器、鉄製品等がある。

恵器について整理 し、まとめとしたい。本遺跡の遺構内

ここでは出土総数の大部分を占める土師器 と須

遺構外か ら出土 した土師器は破片数約 163点、
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須恵器は約 12点で土師器が圧倒的多数を占めている。 このうち復元実測できた遺物を器種別にみると土師

器甕142点、杯 14点、捐 2点、鉢 3点、小形鉢2点、須恵器大甕 3点、甕 6点、長頚壷 3点である。本稿で

は大量に出土 した土師器の年・甕については分類を行い、その他の上師器 と須恵器については特徴 を述べ

るのみとする。分類にあたっては土師器・須恵器を主要な識別形式 とし、 これに器種 。調整技法 を付け加

える形で行った。

(1)土 師器

〔甕〕

甕は製作に際してロクロが使用されているものとロクロを使用 していないものとに大別される。以下で

は更に底部や体部内外面の調整技法によって分類を行った。器高については、破片が多 く、全体の大きさ

がわかるものが少ないことか ら、主な識別項目としては扱わなかった。

(製作技法)

A:製 作に際してロクロを使用するもの  B:製 作に際してロクロを使用しないもの

(体部の調整技法)

1:上部ロクロ調整、下半部ケズリ調整されるもの

2:体部全体がロクロ調整されるもの

3:体部全棒がケズリ調整されるもの

4:その他の調整技法を持つもの

〔郷〕

年の製作に際してはいずれもロクロが使用されてお り、ロクロ不使用のものはない。ほとんどが小破片

で全体の形状がわかるものは少ないが、底部の切 り離しの技法、体部内面の調整技法に違いが認められる

ことから一応分類を行う。

(底部の切 り離し技法)

1.底部切り離し技法が回転糸切りで再調整が施されないもの

2.回転糸切り後手持ちヘラケズリにより再調整が行われるもの

3.底部を欠き、切り離し技法が不明であるもの

(体部内面の調整技法)

a:内面にミガキ・黒色処理が施されるもの

b:ロ クロ痕以外の調整を持たないもの

〔捐〕

塙は2点出土している。製作に際してはいずれも輪積み成形後、日縁部ヨコナデ、胴部ケズリ調整される。

体部外面にはいずれも炭化物の付着が認められる。

〔鉢〕

3点出土している。製作に際してはいずれも輪積み後ロクロ調整が行われ、内面は丁寧なミガキ十黒色

処理が施される。器形により2つ に大別できる

1.底部から口縁部にかけて緩やかに外傾するもの

2.体部から口頚部にかけて一旦内傾し、その後短く外反するもの

〔小形鉢〕

2点出土している。製作に際してはロクロは用いられず、口縁部ヨコナデ、体部ケズリ調整される。作り
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はかな り粗雑で、体郡外面に炭化物が付着するものもある。器形により2つ に大別できる。

1.底部から急激に直線的に立ち上がるもの (浅鉢状のもの)

2.底 部から口縁部にかけて緩やかに湾曲しながら立ち上がるもの (椀状のもの)

(2)須恵器

今回の調査で出土 した須恵器のうち、図示 したものは12個体である。そのうち甕は 6点、大甕は 3点、

長頚壺は 3点である。ほとんどは破片資料で、全体の器形の特徴などがわかるものはほとんどない。以下

では各器種の特徴を述べるのみとする。

〔大甕〕

3点出上 した。体部の破片資料のみで、全体の器形がわかるものはない。外面タタキロ、内面アテグ痕を

持つ。外面のタタキロは平行文が多く、内面はナデ調整されるものが多い。

〔甕〕

林部の破片が 6点出土している。全体の器形がわかるものはない。外面は夕タキ後ロクロ調整、内面は

ロクロ調整される。

〔長頚壷〕

口縁部の破片1点 と体部の破片 2点が出土している。全体の器形がわかるものはない。内外面ともにロク

ロナデ調整されるものと、ケズリ調整されるものがある。

(3)鉄製品 。鉄洋

住居閉および土坑から 14点が出土 した。 18・ 29・ 67～ 70,87・ 109。 115～ 116。 157は竪穴住居跡

の床面～埋土か ら出土 した。 168は 9号土坑埋土か らの出土である。 18は刀子である。29は もとの形状が

不明である。68は鉄鏃である。69は鉄鏃 となる可能性がある。70は鉄滓である。87は 装着式の手鎌で、

木質の柄が良く残存する。柄の両端に刃部を取 り付けた際の釘孔が穿たれている。 109は鎌である。 115は

短刀である。116。 157は鉄津である。 168は U字形農具の刃先である。
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Ⅵ。おわ りに

大向上平遺跡は平成9年・ 10年 の2年間にわたる調査で、平安時代の10世紀中棄を主体とする集落遺跡で

あつたことが明 らかとなった。検出した遺構は、竪穴住居 10棟、掘立柱建物1棟、土坑18基、畝間状遺構5

群、柱穴列2列である。調査区が安比川の河岸段丘を細長 くうねるような形であるため集落構成を知ること

は難しいが、調査区中央部を空白地帯として南北に遺構の分布が見 られ、特に北半部で竪穴住居跡が集中

して検出された。検出した堅穴住居のカマ ドは北西壁に認め られるものが多く、次いで北東壁、1号 と4号

竪穴住居のみ東～南東側に構築されている。カマ ドの造 り替えが見 られた 3棟の住居(5号、8号、9号 )か ら

は、「煙道部」が 「割 り貫き式」か ら「掘 り込み式」へと変わつていく様子が看取された。柱穴配置は2種

類ほど確認できた。住居埋土は10号竪穴住居跡を除きすべて自然堆積で、十和田 a火山灰ブロックを全体

に含んでいる。7号住居は上位に周辺の十和田 a火山灰とは様相の異なる黄褐色火山灰ブロックの堆積が見

られた。 (白 頭山火山灰か ?)こ のことと住居の変遷か ら調査区内の住居の間にはいくつかの時期差が存在

することが想定できる。また、複数の住居内から鉄津が見つかってお り、(3号、6号、7号)集落内で小鍛冶

が行われていた可能性がある。

以上のことか ら本遺跡を調査区内に限定して考えれば、おおよそ 10世紀前葉頃に営まれた畠作集落であ

ると言うことができるかも知れない。 しかしなが ら、今回発掘することのなかった自然堤防の南東側(現在

の宅地および水田の部分)は発掘調査区より微かに低まってお り、南側の山地の谷からの沢水がある程度供

給できた立地にある。 このことか ら、 自然堤防上よりも水が容易に確保できたと考えられる谷地形のほう

に水田が営まれていた可能性も否めず、また、そのような観点に立つならば同じように自然堤防の西側へ

りの部分には、 これ らの生産域に関係した居住域(住居)が更に広がっている可能性もあると推察される。 こ

れ らのことか ら、現段階における本集落の性格付けは、発掘の行われた限られた範囲だけを見て単純に行

われるべきではないと考えている。また、畠跡と推測される畝間状遺構が自然堤防上の複数の地点で重複

して見つかったこと、それに近接するようにして竪穴住居が見つかつたことは、当時の土地の空間利用や

社会構造を推測する上で貴重な資料である。
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Ⅶ.鑑定 口分析

二戸市大向上平遺跡出土の硬玉製大珠について

藁 科 哲 男 (京都大学原子炉実験所)

はじめに

玉類の観察は、一般的に肉眼観察で岩石の種類を決定 し、それが真実のように思われているのが実態で

ある。岩石製では玉類の原材料 として硬玉、滑石、軟玉(角閃石 )、 蛇紋岩、結晶片岩、碧玉などが推測さ

れる。それぞれの岩石の命名定義に従って岩石名を決定するが、非破壊で命名定義を求めるには限度があ

り、若子の傷を覚悟 しなければ硬度、光沢感、比重、結晶性、主成分組成を求めるなどで非破壊で命名の

主定義の結晶構造、屈折率などを正確には求められない。原石名が決定されたのみでは考古学の資料 とし

ては不完全で、どこの産地の原石が使用されているかの産地分析が行われて初めて、考古学に寄与できる

資料となる。遺跡か ら出土する勾玉、管玉など玉類の産地分析というのは、玉類の製品がどこの玉造遺跡

で加工されたかということを調査するのではなくて、何箇所かあるヒスイ(硬玉 。軟玉)と か碧玉の原産地の

うち、どこの原産地の原石を使用 しているかを明らかにするのが、玉類の原産地推定である。玉類の原石

の産地を明らかにすることは考古学上重要な意味を持っている。糸魚川市でヒスイが発見されるまでは、

中国、雲南、ビルマ説、発見後はもっぱ ら国内説で、岩石学的方法および貴重な考古遺物を非破壊で産地

分析を行った蛍光 X線分析で行う元素比法が報告されている。また、碧玉製管玉の産地分析で系統的に行

つた研究は蛍光 X線分析法 と電子スピン共鳴法を併用 し産地分析よ り正確に行った例が報告されている。

石鏃など石器 と玉類の製品はそれぞれ使用 目的が異なるため、それぞれの産地分析で得 られた結果の意味

も異なる。

(1)石器の原産地推定で明らかになる、遺跡から石材原産地までの移動、活動範囲は、石器は生活必需

品であるため、生活上必要な生活圏と考えられる。

(2)玉類は古代人が生きるために必ずいるものではない。勾玉、管玉は権力の象徴、お祭 り、お守 り、

占いの道具、アクセサ リーとして、精神的な面に重要な作用を与えると考えられる。従って、玉類の産地

分析で明らかになるヒスイ製玉類の原石の分布範囲は、権力の象徴 としての玉類であれば、権力圏を現わ

しているかも知れない。お祭 り、お守 り、占いの道具であれば、同じような習慣を持つ文化圏が考えられ

る。石器の原材産地分析で得 られない貴重な資料を考古学の分野に提供することができる。

今回分析を行った玉類は岩手県二戸市似鳥大向上平85ほかに位置する大向上平遺跡出土の縄文時代中期

の2個の大珠で産地分析結果が得 られたので報告する。

非破壊での産地分析の方法と手段

原産地推定の第一歩は、原産地間を区別する人間で言えば指紋のような、その原産地だけにしかないと

いう指標を見つけなければな らない。その区別するための指紋は鉱物組成の組み合わせ、比重の違い、原

石に含有されている元素組成の違いなどにより、原産地同士を区別できなければ産地分析はできない。成

功するかどうかは、 とにかく行ってみなければ分からない。原産地同士が指紋でもって区別できたならば、

次に遺跡か ら出土する遺物の指紋と原産地の指紋を比較 して、一致 しない原産地を消去 して一致する原産

地の原石が使用されていると判定する。

ヒスイ、碧玉製勾玉、大珠、玉などは、国宝、重要文化財級のものが多 くて、非破壊で産地分析が行え
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る方法でなければ発展 しない。石器の原材産地分析で成功 している非破壊で分析を行 う蛍光 X線法 を用い

て玉類に含有されている元素を分析する。

遺弥か ら出土 した大珠、勾玉、玉などを水洗いして、試料ホルダーに置 くだけの、完全な非破壊で産地

分析を行った。 ヒスイ製玉類は蛍光X線分析法で元素の種類と含有量を求め、試料の形や大きさの違いの

影響を打ち消すために分析された元素同士で含有量の比をとり、 この元素比の値を原産地を区別する指紋

とした。碧玉製玉類はESR法 を併用するが試料を全 く破壊することなく、碧玉に含有されている常磁性

種を分析し、その信号から碧玉地間を区別する指標を見つけて、産地分析に利用した。

ヒスイの原産地

分析したヒスイ原石は、 日本国内産では(1)新潟県糸魚川市と、それに隣接する同県西頸城郡青海町から

産出する糸魚川産、(2)軟玉ヒスイと言われる北海道沙流郡 日高町千栄の日高産、鳥取県八頭郡若桜町角谷

の若桜産、(4)岡 山県阿哲郡大佐町の大佐産、(5)長崎県長崎市二重町の長崎産であり、さらに(6)西黒田

ヒスイと呼ばれている静岡県引佐郡引佐町の引佐産の原石、(7)兵庫県養父郡大屋町 kら の原石、(8)北海

道旭川市神居町の神居コタン産、(9)岐阜県大野郡丹生川村の飛騨産原石、また、肉眼的にヒスイに類似 し

た原石で玉類等の原材になったのではないかと考えられる(10)長崎県西彼杵郡大瀬戸町雪浦か らの原石で

ある。国内産のヒスイ原産地は、 これでほぼ尽 くされていると思われる。 これ ら原石の原産地を図 1に 示

す。これに加えて外国産 として、ミャンマー産の硬玉 と台湾産軟玉および韓国、春川産軟玉などのヒスイ

のぶんせきも行われている。

ヒスイ試料の蛍光 X線分析

ヒスイの主成分元素はナ トリュウム(Na)、 アルミニュウム(Al)、 珪素(Si)な どの軽元素で、次いで比較

的含有量の多いカルシウム(Ca)、 鉄(Fe)、 ス トロンチウム(Sr)である。また、ヒスイに微量含有されてい

る、カリウム(K)、 チタニウム(Tl)、 クロム(Cr)、 マンガ ン(Mn)、 ルビジウム (Rb)、 イットリウム(Y)、

ジルコニウム(Zr)、 ニオビウム(Nb)、 バ リウム(Ba)、 ランタニウム(La)、 セ リウム(Ce)の、各元素を分

析 した。主成分の珪素など軽元素の分析を行わないときには励起線源のX線が試料によって散乱されたピ

ークを観測 し、そのピークの大きさが主に試料の分析面積に比例することに注目し、そのピークを含有元

素と同じく産地分析の指標 として利用できる。ナ トリュウム元素はヒスイ岩を構成するヒスイ輝石 に含有

される重要な元素で、出土 した遺物が硬玉か否かを判定するには直接ヒスイ輝石を観測すればよい。 しか

し、ヒスイ輝石を非破壊で検出する方法が確立されるまでは、蛍光 X線分析でNa元素を分析 し間接的にヒ

スイ輝石の存在を推測する方法に頼るほかないのではなかろうか。各原産地の原石の中で、確実にNa元素

の含有が確認されるヒスイ産地は糸魚川、大屋、若桜、大佐、神居コタン、長崎の各原産地の原石で、 こ

れ らは硬玉に属すると思われる。Na元 素の含有量が分析誤差範囲の産地は日高、引佐、飛騨の各産地の原

石である。糸魚川産原石のうち緑色系の硬玉に、肉眼的に最も似た原石を産出する産地は他の硬玉産地よ

りも後述した 日高、飛騨、引佐の原石に見 られる。各原産地の原石の他の特徴を以下に記述する。若桜産

のヒスイの原石はSrのピークがFeの ピークに比べて相当大きく、またZrの隣に非常に小さなNbの ピーク

が見 られ、Baの ピークも大きく、糸魚川産では見 られないLa、 Ceの ピークが観測されている。 このCeの

ピークは大佐産 と長崎産ヒスイ原石のスペク トルにも見 られ、 これ らCeを含有する原石の産地は、糸魚川

の産地 と区別するときに有効な判定基準になる。長崎産 ヒスイは、Tiの含有量が多く、Yの ピークが見 ら

れるのが特徴的である。 日高産、引佐産、飛騨産ヒスイ原石は、Caピークに比べてTiと か K、 またFeピー

クに比べてSrな どのピークが小さいのが特徴で糸魚川産のものと区別するときの判定基準になる。

春川軟玉原石は、優白色の工芸加工性に優れた原石で、軟玉であるが、古代では勾玉などの原材料 とな

-88-



った可能性も考え られることか ら分析を行った。 この原石には、Sr、 Zrの ピークが全く見 られないため、

糸魚川産などのSr、 Zrを含有する原石と容易に区別できる。また、長崎県雪浦のヒスイ類似岩をヒスイの

代替品として勾玉、大珠などの原材料に使用 している可能性が考えられ、分析を行った。 この岩石は比重

が2,91と 小さく、比重でもって他の産地のものと区別できる。また、砒素(As)のピークが見 られる個体が

多いのも特徴である。

これ ら各原産地の原石は同じ産地の原石であっても、原石ごとに元素の含有量には異同がある。 したが

って、一つの原産地について多数の原石を分析 し、各元素の含有量の変動の範囲を求めて、その産地の原

石の特徴としなければならない。

糸魚川産のヒスイは、自色系が多いが、緑色系の半透明の良質のもの、青色系、コバル ト系、および こ

れ らの色が自地に縞 となって入つているものなど様々である。分析 した糸魚川産原石の比重を調べると、

硬玉の3.2～ 3.4の 範囲のものと、 3.21こ 達しない軟玉に分類される原石もある。若桜産、大佐産の分析 した

原石には、半透明の緑色のものはないが、全体が淡青緑かかつた乳白色のような原石、また、大屋産は乳

白色が多い。 このうち大佐産、大屋産の原石では比重が3.20に達 したものはなく、これ らの原石は比重か

らは軟玉に分類される。 しかし、ヒスイ輝石の含有量が少ない硬玉とも考えられる。長崎産のヒスイ原石

は 3個 しか分析できなかったが良質である。 このうち1個は濃い緑色で、他の2個は淡い緑色で、少しガ ラ

ス質である。 日高産 ヒスイの原石は肉眼観察では比較的糸魚川産のヒスイに似ている。ミャンマー産のヒ

スイ原石は、質、種類 とも糸魚川産のヒスイ原石 と同じものが見 られ、肉眼では両産地の原石を区別す る

ことは不可能 と考え られる。分析した台湾産のヒスイは軟玉に属するもので、暗緑色のガラス質な原石で

ある。これら各原産地の原石の分析結果から各産地を区別する判断基準を引き出し、産地分析の指標とする。

ヒスイ原産地の判別基準

原石産地の判定を行 うときの判断基準を原石の分析データーか ら引き出すが、分析個数が少ないため、

必ず しもその原産地の特徴を十分に反映したといえない産地もある。表 1-1、 2に各原産地ごとの原石

の比重と元素比重をまとめた。元素比重の数値は、その原産地の分析 した原石の中での最小値と最大値の

範囲を示し、判定基準(1)と した。ヒスイで比重が3.19未満の軽い原石は、硬玉ヒスイではない可能性があ

るが、糸魚川産の原石で比重が3.19未満のものも分析を行った。大佐産のヒスイは比重が3.17未満であっ

た。 したがって、遺物の比重が3.3以上を示す場合は判定基準(1)によ り大佐産のヒスイでないと言える。

日高産、引佐産の両ヒスイではSr/Feの 比の値が小さくて、糸魚川産 と区別する判定基準(1)になる。

表 1の判定基準(2)に はCr、 Mn、 Rb、 Y、 Nb、 Ba、 La、 Ceの 各元素の蛍光 X線ピークが観測できた個体

数を%で示した表である。例えば遺物を分析 してBaの ピークが観測されなかったとき、その遺物は、若桜、

大佐、長崎産のヒスイでないといえる。

図 2は ヒスイ原石のSr/Feの 比の値とSr/zrの比の値の分布を各原産地ごとにまとめて分布範囲を示 し

たものである。●は糸魚川産のヒスイで、分布の範囲を実線で囲み、 この枠内に遺物の測定点が入れば糸

魚川産の原石である可能性が高いと判断する。□はミャンマー産のヒスイの分布で、その範囲を短い破線

で囲む。糸魚川産の実線の範囲とミャンマーの破線の範囲の大部分は重な り両者は区別できないが、 ミャ

ンマーと糸魚川が区別される部分がSr/Feの 値(横軸)2.5以上の範囲で見 られる。 この範囲の中に、遺物の

測定点が入れば ミャンマー産と考えるより、糸魚川産である可能性のほうが高いと考えられる。▲は大佐

産の、△は若桜産の、▽は大屋産のヒスイの分布を示 している。

糸魚川と大佐、若桜、大屋のヒスイが重なる部分に遺物の測定店が入った場合、 これら複数の原産地を

考えなければならない。 しかし、 この遺物にBaの 蛍光X線スペク トルのピークが見 られなかった場合、表
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1-2の 判定基準(2)に従えば糸魚川産または大屋産のヒスイであると判定でき、その遺物の比重が3.2以

上あれば大屋産でなくて、糸魚川産 と推定される。■は長崎産ヒスイの分布で、独立した分布の範囲を持

っていて他の産地のヒスイと容易に区別できる。台湾産の軟玉はグラフの左下に外れる。☆印の日高産お

よび *印の引佐産 ヒスイの分布の一部分が、糸魚川産 と重な り区別されない範囲がみ られ る。 しか し、

Ca/Si比 とSr/Fe比 を指標とすることにより(図 3)、 糸魚川産 ヒスイは日高産および引佐産の両ヒスイ

と区別することができる。Na/Si比 とMg/Si比 を各原産地の原石について分布を示す ことにより(図 4)、

遺物がどこの原産地の分布内に帰属するかにより、硬玉か軟玉かの判別の手段の一つになると考えられる。

大向上平遺跡出土の大珠の分析結果

これ ら大珠の比重は3.3以上(ア ルキメデス法)で、硬玉の可能性の範囲に入 り、大珠の蛍光 X線スペク ト

ル(図 8、 9)に は硬玉の主成分の一つのNa元 素が観測されることから、これ ら玉類を硬玉と測定 しても矛

盾 しない。 これ ら玉類の原石産地を明 らかにするために、K/Ca、 T1/Ca、 Sr/Fe、 Zr/Sr、 ca/Si、

Na/Si、 Mg/Siな どの各比値を求め表 2に示した。 これ ら分析値を各原産地の原石の元素比重Sr/Fe対

Zr/Srの分布範囲と比較すると、すべての大珠は糸魚川産の範囲に入 り、遺物番号 2(No 59915)は大屋

産の範囲にも入 り、入った原石産地のヒスイの可能性を示す結果を図 5に示す。また、Sr/FettCa/Siで

も糸魚川産の範囲に入 り、遺物番号 1(No 59914)若 桜産の原石の重なる範囲にも入つている(図 6)。 また、

Na/SittMg/Siで は両大珠ともに糸魚川産原石の範囲および若桜、神居コタン産の原石範囲に入つている

(図 7)。 この大珠の蛍光 X線スペク トルではBa元 素が観測されないことか ら若桜、大佐、長崎産の原石

の可能性を考える必要は無く、また、比重などヒスイ製遺物の判定基準(1)、 (2)を 参考に丸玉の原石産地

を推測すると、判定のすべての条件を満たす原石産地は糸魚川原産地のみであることか ら、 これ ら大珠に

は糸魚川地域産軟玉が使用されていると推測 した(表 4)。

結論

今回分析 した大向上平遺跡出土の縄文時代後期の大珠2個には糸魚川産ヒスイの使用が確認された。ヒス

イは日本各地の遺跡で縄文時代、弥生時代に使用され、これ ら遺跡では糸魚川産ヒスイが尊重される共通

の基盤を持っていたと思われ、糸魚川産地か ら遠 くなるにしたがって、希少価値が増す と推測され本遺跡

がヒスイの玉類を入手できる力(経済力)が大きかつたことが推測される(図 1)。
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表 1-1 ヒスイ製遺物の原石産地の判定基準(1)

原 産 地 名
分 析

個 数

蛍 光 X線 法 に よ る 元 素 比 の 範 囲

K/Ca     Ti/Ca    sr/Fe    Zr/Sr比 重 Ca/Si

糸 魚 川 産

若  桜  産

大  佐  産

長  崎  産

日  高  産

引  佐  産

大  屋  産

神居 コタ ン産

飛  騨  産

ミ ャ ン マ 産

台  湾  産

41

12

20

3

22

8

18

9

40

26

1

3.00-3.35

3.12～ 3.29

2.85～ 3.17

3.16-3.23

2.98～ 3.29

3.15-3.36

2.96-3.19

2.95～ 3.19

2.85～ 3.15

3.15´-3.36

3.00

0.01-0。 17

0.01～ 0.91

0.01′-0.07

0.01ハヤ0,14

0.00～ 0.01

0.04～ 0.04

0.03～ 0.08

0.02～ 0.49

0,01～ 0.04

0.02～ 0.14

0.003

0.01～ 0.56

0,03-0.59

0,00～ 1.01

0.17～ 0,33

0.00～ 0.02

0.00-0,03

0.04～ 0.16

0.09-0.17

0.00-0,00

0.01～ 0.26

ND

0。 15～ 30

3.45～ 47

3.18～ 61

0.02´～0.06

0.00-0,37

0.03-0.33

1.08´～79

0.04～ 0.22

0.02-0.10

0.09´～2.5

ND

10,00～ 2.94

10.00～ 0.25

10,00～ 12.4

4。30-16.0

0.00-0,063

0,00～ 0.018

0,02-0.48

0。 12～ 0.85

0.00～ 1.24

0.01～ 23

ND

0.72～ 27.6

4.33-48.4

3.47～ 28.6

5.92´-51.6

36.3-65.9

0.95-4.81

2.22～ 17.3

12.7-28.5

ND:検 出限界以下の濃度

表 1-2 ヒスイ製遺物の原石産地の判定基準(2)

原 産 地 名

蛍光X線法による分析元素

(か く元素が確認できた固体数の百分率)

Cr Mn Nb BaYRb La Ce

糸 魚 川 産

若  桜  産

大  佐  産

長  崎  産

日  高  産

引  佐  産

大  屋  産

神居 コタ ン産

飛  騨  産

ミ ャ ン マ 産

台  湾  産

26%   6%   20%  ND   13%  33%  ND   ND

ND   ND   16%  ND  100%  100%  67%  67%

ND   ND  44%  ND   33%  100%  67%  67%

ND   ND   ND  100%  100%  100%  100% 100%

tr   tr   ND   ND   ND   tr   ND   ND

88%  75%  ND   ND   ND   ND   ND   ND

tr    ND   31%   NI)    6%    90%子    100%  100%

ND  100%  22%  100%  ND  55%  ND   ND

100% 100%  ND   ND   ND   ND   ND   ND

13%   4%   ND   ND   ND  35%   ND   ND

tr   tr   ND   ND   ND   ND   ND   ND

NDi検出限界以下  tr:検出確認
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表 2-1 大向上平遺助出上の硬玉大珠の元素分析値の比量と比重

物

号

連退
番

分 析

番 号

元 素 分 析 値 の 比 量

N働/Si Mg/Si A1/Si K/Ca Ca/Si Ti/Ca cr/Fe Mn/Fe Ni/Fe Sr/Fe

1

2

59914

59915

0.016   2.012

0.020  0,707

0.151  0,421   0.14

0.149  0.355   0.14

0,00   8.598   0.03

0.01   8.186   0.01

0.014  0.006

0.015  0.020

」G-1 0.001  0.030   0.06   1.25   4.840   0。 27   0.002  0.022  0,000  0,378

表 2-2 大向上平遺跡出上の硬玉大珠の元素分析値の比量と比重

物

号

迫退
番

分 析

番 号

元 素 分 析 値 の 比 量

Zr/SI Nb/Sr Ba/Sr Rb/Sr  Y/Sr

料

重

試

比

試   料

重 量 (gr)

物

類

遺

種

1

2

59914

59915

0.170   0.00   0.00   0.02   0.00

0.075   0.00   0.20   0.01   0.00

3.314

3.320

36。23116

30.69575

珠

珠

大

大

」G-1 0.790   0.05   5.53   0。 77   0。16

」G-1:標 準試料、Ando,A.,Kurasawa,T.&Takeda, E。 (1974).

1974 compllation of data on the GJS geochemical reference samples」G-1

granodiorite and」 B-l basalt.   Geoche■ lical Journal, Vol.8  175-192.

表 3 大向上平遺跡出土の硬玉大珠の原石産地分析結果

IT:糸魚川 WK:若 桜 OS:大 佐 NG:長 崎 HK:日 高 IN:引佐 OY:大 屋

KM:神 居コタン HD:飛 騨

a):(飛騨産原石、42個 の平均値±標準偏差)N1/FσO.091± 0.030

(日 高産原石、14個 の平均値士標準偏差)N三/Fe=0.065± 0.028

遺物

番号

分 析

番 号

各 分 類 基 準 に よ る 判 定

図 5半U定  図 6半U定  図 7半U定  比重&基隼2)Ni/Fe判定
a

原材産地

総合判定

物

類

連逗
種

1

2

59914

59915

IT,OY   IT,ヽVK IT,KM,WK  IT,IN

IT     IT    IT,KM,WK  IT,IN

糸魚川産

糸魚川産

珠

珠

大

大
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Kα  Na  Mg  AlSi      K Ca  Ti
Kβ                      K Ca   Ti
:Kα ,Kβ シアス・で考えられ る元素名

CrMれ Fe  Ni
Fe

Nb
Y

59944

59945

BaLaCe

BaLaCe

図8  六向上平遺跡出土大珠、 1(59914)の蛍光X線スペクトル

Kα  Na Mg  AISi
Kβ

K Ca  Ti
K Ca   Ti

Cr‖nFe  Ni
Fe

Rb Sr Zr Nb
Sr Y

:Kα ,Kβ シリース・で考えられ る元素名

図 9 大向上平遺跡出土大珠、 2(59915)の 蛍光 X線スペク トル
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平安時代の畑地跡に関する自然科学分析調査報告

はじめに

二戸市大向上平遺跡は安比川右岸の河岸段丘上 (標高137～ 140m)に立地する。本遺跡が立地する段丘

面と安比川との比高は約20mを測る。

本遺跡では、 これまでの発掘調査により縄文時代後期および平安時代の遺構・遺物が確認されている。

とくに平安時代 (10世紀中棄～後葉)の集落跡が主体の遺跡と考えられている。平安時代の遺構 として、

住居跡のほか、数条の溝がほぼ並列する遺構 も検出されている。 この溝状遺構は軽米町畠角子久保遺跡

(財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター、1988)や 北上市上鬼柳遺跡 (財団法人岩手県文化

振興事業団埋蔵文化財センター、1992)な どの調査事例などか ら畑地跡と考えられている。畑地跡の上層

や溝状遺構覆土には、火山灰がブロック状に堆積 している状況が認められている。

今回の自然科学分析調査では、畑地跡の構築時期に関する資料を得るために、溝状遺構覆土に認められ

た火山灰の指標テフラを確認するためにテフラ分析を行う。また、畑地跡で栽培されていた作物に関する

資料を得るために花粉分析・植物珪酸体分析・種実分析を実施する。

1.発掘 調 査 区の層 序

発掘調査区の基本土層は I層～Ⅶ層に分層されている。最下部のⅦ層は明黄褐色砂、Ⅵ層は褐色シル ト、

V層・Ⅳ層・ Ⅲ層は中狐軽石を含む暗褐色土、 Ⅱ層は黒色土、 I層は現耕作土の黒褐色土である。このう

ち、Ⅲ層では縄文時代後期の埋設土器や平安時代の竪穴住居跡など、Ⅱ層では畑地跡とされる数条の溝状

遺構、 I層下部では十和田aテ フラあるいは自頭山起源と考えられる火山灰ブロックが検出されている。

2.試料

試料は、 1号溝状および 3号

溝状遺構 に認め られた火 山灰、

4号溝状遺構か ら一括採取され

た土壌試料、溝状遺構が検出さ

れた調査区西北壁土層断面 (A―

A'セ クション面)か ら採取 し

た土壌試料である。 A―A'セ ク

ション面では、基本土層の E層

を掘 り下げた時点で溝状遺構が

確認された。溝状遺構の覆土は

岩質や色調・混入物などか ら3

層・ 4層・ 5層 と分層されてい

る。 5層 は火山灰ブロックであ

る。畑地跡は Ⅱ層覆われてお り、その上位は I層 であり、現代の畑作土である。試料は、溝状遺構覆土と

溝間の堆積物か ら面的に合計20点 を採取 した (図 1)。 この中か ら、植物珪酸体の分布を調べるために 8

点を選択 した。また、 4号溝状遺構から一括採取された土壌試料については、種実遺体の検出を試みるた

めに種子水洗選別同定を実施する。さらに 1号溝状遺構 。3号溝状遺構から採取された火山灰については、

指標テフラを確認するためにテフラ分析を実施する。 (表 1)。

表 1 分析試料および分析項目一覧表

遺 構 名 試 料 番 号 T P S PO

1号溝状遺構 白頭山サンプルNo6 ●

3号溝状遺構 南側To逍分布域 ●

4号溝状遺構 種子洗い出し用 ● ●

畑作跡 2:2層 ●

3:溝覆土 ●

4:溝間 ●

5:溝間 ●

6:溝覆土 ●

8:溝間 ●

9:溝間 ●

12:2層 ●

2 1 1 8

0は分析試料、Tはテフラ分析(届折率測定を含む)、 Pは花粉分析、

Sは種実分析、POは植物珪酸林分析
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3.分析方法

(1)テ フラ分析

試料は、適量を蒸発皿に取 り、泥水にした状態

で超音波洗浄装置により分散、上澄みを流し去る。

この操作を繰 り返す ことにより得 られた砂を実体

顕微鏡下で観察、スコリア・火山ガラス・軽石の

特徴や含まれる量の多少を定性的に調べる。

また、テフラの識別のために火山ガラスの屈折

率も測定する。測定は、古澤 (1995)の温度変化

型屈折率測定装置 (MAIOT)を 用いて行う。

(2)花粉分析

試料を湿重で約 10g秤量し、水酸化カリウム処

理、舗別 (250μ m)、 重液分離(臭化亜鉛、比重

2.3)、 フッ化水素酸処理、アセ トリシス処理、(無

水酢散 :濃硫酸=9:1)の 順に物理・科学的な処

理を施 して花粉・胞子化石を分離・濃集する。処

理後の残澄をグリセ リンで封入 してプレパラー ト

を作製 した後、光学顕微鏡下でプレパラー ト全面

を走査 し、出現する全ての種類について同定 。計

数を行 う。結果は同定・計数結果の一覧表 として

表示する。なお、表中で複数の種類をハイフォン

(― )で結んだものは種類間の区別が困難なものを

示す。

(3)植物珪酸体分析

湿重 5g前後の試料について過酸化水素・塩酸

処理、超音波処理 (70W、 250KHz,1分間 )、 沈

定法、重液分離法(ポ リタングステン酸ナ トリウム、

比重2.5)の順に物理・科学処理を行い、植物珪酸

体を分離・濃集する。 これを検鏡 し易い濃度に希

釈し、カバーガラス上に満下・乾燥する。乾燥後、

プ リュウラックスで封入してプレパラー トを作製

する。400倍 の光学顕微鏡下で全面を走査 し、そ

の間に出現するイネ科葉部(葉身と葉鞘)の葉郡短

細胞に由来 した植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体

と呼ぶ)および棄身機動細胞に由来 した植物珪酸

体 (以下機動細胞珪酸体 と呼ぶ)を、近藤 。佐瀬

(1986)の分類に基づいて同定・計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で

示す。
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(4)種実分析

土壌試料約200ccを 乾燥し、0.511mの舗を通して残澄を集める。双眼実体顕微鏡下で観察し、種実遺体

を抽出 。同定する。

4.結果

(1)テ フラの産状

・ 1号溝状遺構

軽石が中量含まれ、細砂～極細砂径の火山ガラスが多量に含まれる。軽石は最大径約2.5mln、 自色ま

たは淡褐色を呈 し、発泡は良好である。軽石の中には発泡により引き伸ばされた繊維東状のものもあ

る。 この繊維束状の軽石の中には淡緑色を呈するものもある。

火山ガラスは細かく発泡した軽石型が多く、 これに薄手平板状のバブル型が混在する。バブル型火山

ガラスの中には、淡褐色を帯びたものがきわめて微量認められる。

軽石と火山ガラスの他には、径1～ 2nlmの黒曜石片と灰色の岩片、斜方輝石、単斜輝石、斜長石の鉱物

片が認められた。

・ 3号溝状遺構

軽石が多量含まれ、細砂～極細砂径の火山ガラスが多量に含まれる。軽石は、最大径約3.51m白 色の

ものが多く、淡褐色を呈するものがわずかに含まれる。それ以外の特徴は、上記の 1号溝状遺構 と全

く同様である。

(2)花粉化石の産状

結果を表 2に示す。検出される花粉化石は、保存状態が著

しく悪く、外膜が溶けて薄くなっていたり、壊れている。

また、検出される種類数も少なく、木本花粉がマツ属・ス

ギ属・サワグルミ属―クルミ属・ハンノキ属 。ブナ属・ニレ

属―ケヤキ属の 6種類、草本花粉がイネ科・カヤツリグサ

科 。アカザ科・ヨモギ属 。キク亜科・タンポポ亜科の6種類、

シダ類胞子の合計13種類である。

(3)植物珪酸体の産状

結果を表 3に示す。各試料からは植物珪酸林が検出される

ものの、保存状態の悪いものが多く、表面に多数の小孔 (溶

食痕)が認められる。また、試料番号 4・ 9を除いて、検出

個数も少ない。そのため、今回の産状から求めた植物珪酸体

組成は歪曲されているおそれがあり、今回は結果を検出され

た種類とその検出個数の一覧表で示すにとどめる。

溝覆土の試料番号 3・ 6、 および溝内の 3層 より採取され

た試料番号 2ではヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族などが見 ら

れ、ヨシ属とウシクサ族の産出が目立つ。

溝間の堆積物である試料番号 4・ 5。 8。 9で も同様な種類が認められ、ヨシ属とウシクサ族の産出

が目立つ。また、試料番号 5では栽培植物であるイネ属の短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体がわずかに認

められる。

畑作跡を覆う2層より採取された試料番号12では、ヨシ属、タケ亜科、ウンクサ族などが見られる。

表 2 5号 溝状遺構の花粉分析結果

種 類   試料名纏竜)

本不花粉

マツ属

スギ属

サワグルミ属―クルミ属

ハンノキ属

ブナ属
ニレ属―ケヤキ属

３

２

２

２

１

１

草本花粉

イネ科

カヤツリグサ科

アカザ科
ヨモギ属

キク亜科

タンポポ亜科

３

１

１

３８

・５

・

シダ類胞子
シダ類胞子 77

合 計

木本花粉

草本花粉

シダ類胞子

総計(不明を除く)

11

59
77
147
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表 3 畑地跡の植物珪酸体分析結果

種  類   謙禁層蕃
２
層つ

０

3

溝覆土

4
溝間

5

溝間

6
溝覆土

8
溝間

9
溝間

２
層

、
．

　
つ
る

イネ科業部短細胞珪酸体

イネ科

タケ亜科
ヨシ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科

不明キビ型

不明ヒゲシバ型

不明ダンチク型

一

２

５

・３

‐

・７

５

５

一

１

４

２

一

５

１

５

一

３

８０

３２

２

５９

３３

３６

・

一

・５

５

１

・９

２

８

一

２

Ｈ

６

２

・０

１

・０

一

‐

・０

・２

・

・０

一

・

一

３

・０４

３８

３

４２

・８

Ｈ

一

一

２０

１３

・

２．

Ｈ

３

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ属

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族

不明

一

１

２

・３

Ｈ

一

２

６

６

一

７

３９

３７

２９

１

５

６

１２

２‐

7

24
15

25

一

４

５

‐２

Ｈ

16

31

43
47

一

３

３

５

４

合  計

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸徳

総  計

48
27
75

８

４

２

１

１

３

一ヽ
）
　
つ
る
　
ワ
‘

４

１

５

２

１

３

51

45
96

42
71

113

氏

）

つ
る

ワ
ｒ

０
０

　

つ
０
　

会
∪

219
137
356

９

５

４

６

１

８

(4)種実用試料の検鏡結果

5号溝状遺構の岩質は砂質土であるが、本試料中からは種実遺体が全く認められず、軽石粒子や砂粒

子、岩片が認められる。

5.考 察

(1)遺構の構築年代

1号溝状遺構 。3号溝状遺構で見 られた火山灰は、ほぼ同様の特徴を有することか ら、同一のテフラ

に由来する。試料が採取された層位 と遺跡の地理的位置から、十和田 aテ フラ(To a)ま たは白頭山苫小

牧テフラ(BTm)の いずれかに対比される。

To aは十和田カルデラを給源とし、考古学的資料および文献史料などから平安時代のA.D.915年 に噴

出したと考えられている (町 田ほか、 1984)。 B―Tmは 中国と北朝鮮の国境にある自頭山を給源とし、

To aの 噴火より数十年後に噴出したと考えられている (町 田・新井、 1992)。 町田ほか(1981)の 記載

にしたがえば、軽石を含むこと、軽石型火山ガラスに富むことから、 2つの遺構で採取された火山灰の

主体はいずれもTo aで あると考えられる。

ところで、前述のように観察した火山ガラスの中にはバブル型火山ガラスも混在した。BTmの特徴

としてバブル型火山ガラスを含むことから、B Tmの 火山ガラスの混入も想定される。そのため、火山

ガラスの屈折率を測定した。To aと B―Tmの火山ガラスは屈折率によって比較的明瞭に区別され、町

田 。新井(1992)の記載ではTo aはnl.496～ 1.504、 B―Tmはnl.511～ 1.522と いう値を示す。測定の結

果、バブル型火山ガラスの中には上記のB―Tmの値と同様の値を示すものが混在していた。両テフラの

降灰年代が近接していること、どちらのテフラも細粒であること、さらに人為のおよぶ時代と場所であ

ったことなどから、To a堆積物にB―Tmに 由来する火山ガラスが混入したと考えられる。

(2)栽培植物の種類

今回の分析調査では、畑地跡から層位的および平面的に土壌試料を採取して栽培植物の痕跡を検討し

た。その結果、溝状遺構覆土および 3層では栽培植物は認められなかったが、溝間の堆積物では、試料
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番号 5にイネ属の短細胞珪酸体・機動細胞珪酸体が 1個ずつ認められた。今回の植物珪酸体の産状を見

る限 りでは、イネ属が 1個体ずつであること、ムギ類やキビ類などの植物珪酸体が認められなかったこ

とか ら、畑地跡における栽培植物に関する資料を得ることは困難である。発掘調査の結果、溝状遺構の

重複関係が見 られることか ら、畑作は繰返 し行われていたことがうかがえる。検出されたイネ属は栽培

されたもの、あるいは現在の畑作地にも見 られるように保温・保湿のための敷藁などに利用されたもの

かもしれないが、今回の産状からは判別が難しい。

なお、 4号溝状遺構の砂質土中には種実遺体が全 く認められず、軽石粒子などが見 られた。 また、検

出された花粉化石には栽培植物を含む分類群がほとんど認め られなかったが、保存状態が著 しく悪い。

このような種実遺体や花粉化石の産状を見る限 り、 4号溝状遺構で栽培されていた作物に関しても、自

然科学分析調査結果からは現段階で不明である。

今回と同様な溝状遺構は軽米巳子久保遺跡などでも確認されてお り、自角子久保遺跡ではイネ・オオ

ムギ類の栽培が推測されている (古環境研究所、1988:パ リノ・サーヴェイ株式会社、1988)。 さらに

北上市上鬼柳Ⅳ遺跡でも同様の成果が得 られている (パ リノ・サーヴェイ株式会社、 1992)

今回分析を行った畑地跡では、イネなどのイネ科作物の存在は明確にならなかった。畑地跡の栽培植

物に関する自然科学分析を応用 した調査事例は本遺跡周辺地域では少ないために、今後同時期の畑地跡

が発掘調査された時に同様な分析調査を実施 し、分析調査事例を蓄積することにより今回の結果を改め

て検討することが課題として残される。

ところで、 4号溝状遺構覆土を対象として花粉分析を行った。花粉化石は種類により風化に対する抵

抗性が異なっていることが知 られている。分析調査で検出された花粉化石の保存状態は著 しく悪いため

に、得 られた花粉化石群集は統計的に歪曲していると考えられ、当時の植生を充分に反映していると言

い難い。 しかし、遺構周辺には少なくとも検出されたヨモギ属、キク亜科などが生育していた可能性が

考えられる。また、ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族などのイネ科の生育もうかがえる。 とくにヨシ属は

湿潤な場所に生育する種類である。発掘調査区は日通内沢の谷口付近に位置する。ヨシ属の産状を考慮

すれば、畑作が行われる以前に水の影響を受けていた可能性も考えられる。また、花粉化石は有機膜で

構成されているために、空気中の酸素に曝されやすい好気的な条件下では分解 しやすい。そのため、検

出された花粉化石の保存状態が悪いこと、さらに畑作では好気的な条件下で作物が栽培されることから、

土壌微生物の影響や化学的な風化作用により遺構内に混入した花粉化石も分解 。消失したと思われる。

これ らの点は、珪藻分析により検証する必要があろう。
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図版 1 軽石

1.To― a軽石 (1号溝状遺構) 2.To― a軽石 (3号溝状遺構)   2mm

ー

2mm
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1.状況写真 (5号溝状遺構)

3.ヨ シ属短細胞珪酸体 (畑作跡 ;4)
5.ス スキ属短細胞珪酸林 (畑作跡 ;4)
7.タ ケ亜科機動細胞珪酸体 (畑作跡 ;4)
9.ヨ シ属機動細胞珪酸体 (畑作跡 ;4)
11.ウ シクサ族機動細胞珪酸体 (畑作跡 ;9)

花粉分析プレパラー トの状況写真・植物珪酸体
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100 μ rn
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50μ m

(2-11)

11

2.ヨ シ属短細胞珪酸体 (畑作跡 ;9)

4.ス スキ族短細胞珪酸体 (畑作跡 ;9)

6.イ チゴツナギ亜科短細胞珪酸体 (畑作跡 ;

8.ヨ シ属機動細胞珪酸体 (畑作跡 ;9)

10.ウ シクサ族機動細胞珪酸体 (畑作跡 ;4)

プレパラー ト写真図版 2
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写真図版 1出土遺物
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調査区全景 (東から)

調査区北側近景 (東か ら)

写真図版 2  空中写真 1
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調査 区遠景 (西から)

調査 区遠景 (南から)

写真図版 3  空中写真 2
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調査前風景

検出作業風景

遺物出土状況

2号埋設土器平面

写真図版 4  基本層地・埋設土器
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1号竪穴住居跡平面

土 層 断 面

燃焼部断面

写真図版 5  1号 堅穴住居跡
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2号竪穴住居跡平面

土 層 断 面

カマ ド平面 袖部・燃焼部断面

写真図版 6  2号 竪穴住居跡
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3号竪穴住居跡平面

土 層 断 面

カマ ド平面 袖部・燃焼部断面

煙道部・燃焼部断面 柱穴完堀

写真図版 7 3号 堅穴住居跡
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4号竪穴住居跡平面

■:螺■―■■■ ,:二
=Ⅲ

I!!

土 層 断 面

袖部・燃焼部断面 煙道部断面

住居内土坑平面 土坑断面

写真図版 8  4号 堅穴住居跡
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5号堅六住居跡平面

土 層 断 面

袖部・燃焼部断面 煙道部断面(新 )

住居内土坑断面 煙道部断面(旧 )

写真図版 9  5号 堅穴住居跡
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6号竪穴住居跡平面

土 層 断 面

カマ ド平面 燃焼部断面

写真図版 10  6号 堅穴住居跡
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7号竪穴住居跡平面

土 層 断 面

燃焼部断面 P3平面

写真図版11  7号堅穴住居跡
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8号堅穴住居跡平面

土 層 断 面

カマ ド焼土検出状況 袖部 。燃焼部断面

煙道郡断面(新 ) 煙道部・燃焼部断面(旧 )

写真図版 12  8号 堅穴住居跡
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9号竪穴住居跡平面

燃焼部・燃焼部断面(新 )

▼■
「:=

達

土 層 断 面

写真図版13  9号堅穴住居跡

煙道部断面(旧 )
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10号竪穴住居跡平面

土 層 断 面

袖部・燃焼部断面 煙道部断面

写真図版 14  10号堅穴住居
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1号掘立柱建物跡平面

1号土坑平面

2号土坑平面

1号掘立柱建物跡・ 1・ 2号土坑
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3号土坑平面

4号土坑平面

5号土坑平面

6号土坑平面

写真図版 16  3～ 6号土坑
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7号土坑平面・断面 8号土坑平面 。断面

9号土坑平面

10号土坑平面・断面

7～ 10,
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13号土坑平面・断面

12号土坑平面

写真図版 17 12～ 13号土坑



11。 14・ 15。 16号土坑平面

17,18号土坑平面 17号土坑断面

18号土坑平面

写真図版 18  11・ 14～ 18号土坑
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1号溝状遺構検出状況

2・ 3号溝状遺構検出状況

写真図版19  1～ 3号畝間状遺構
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Ｉ
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2号溝状遺構断面

i―

―                ‐~~~~― ― ____・

3号溝状遺構断面

2。 3号溝状遺構完掘

写真図版20  2・ 3号畝間状遺構
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5号溝状遺構完掘

断面① 断面②

サンプリング風景

写真図版21  4号 畝間状遺構

-126-



4号溝状遺構完掘

断面①

断面②

写真図版22  5号 畝間状遺構
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断面(1)

1号柱穴列  平面

2号柱穴列平面 断面(2)

写真図版23  1～ 2号柱穴列
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2号竪穴住居跡出土遺物
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3号堅穴住居跡出土遺物①
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写真図版26
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68

3号堅穴住居跡出土遺物②
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写真図版27



4号堅穴住居跡出土遺物①
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写真図版28



4号竪穴住居跡出土遺物②
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93
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写真図版30  4号堅穴住居跡出土遺物 ③
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5号堅穴住居跡出土遺物
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写真図版31
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6号堅穴住居跡出土遺物
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7号竪穴住居跡出土遺物

8号堅穴住居跡出土遺物①
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写真図版348号 堅穴住居跡出土遺物 ②
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9号堅穴住居出土遺物

10号堅穴住居跡出土遺物
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写真図版36  その他遺構内出土遺物
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